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第一章












　十二月二十四日の金曜日、クリスマスイブ。

　同僚や後輩たちが、「定時には絶対に帰る！」との決死のオーラをみなぎらせている横で、櫛川くしかわ海鈴みすずは迷うことなく残業を選んだ。ここ二年ほど彼氏はおらず、クリスマスに仕事をするのも慣れてきたという寂しい事情があって。

　すべての業務を終えてオフィスを出たのは午後九時。さすがに多大な疲労を感じながら帰路についたけれど、まあ明日は休みである。家に着いたら昨夜仕込んだハーブチキンと、実家から送ってきた美味しい野菜を焼いて、ちょっと奮発した上等のシャンパンを開けよう。ぼっちでもクリスマスの雰囲気ぐらいは楽しみたい。

　寒風が吹きすさぶ体の芯まで凍えそうな寒い夜だが、海鈴は足取りも軽くシェアハウスをしている家に向かう。するとこんな夜遅い時刻だというのに、ざわざわと喧騒が聞こえてきた。

　――なんでこんなに騒がしいんだろう。それに焦げ臭いような……

　嫌な予感を覚えた海鈴は、歩調を速めて自宅へと進む。前方の交差点を右折すれば家が見えるところまで来たとき、消防車が何台も停まって煙が立ち昇っているのが見えた。

　――やだ、火事？　うちの近く？

　こんな乾燥して風が強い日に火事だなんて、もらい火で自宅も巻き込まれたら恐ろしいではないか。

　いったいどの家が燃えているのかと焦るものの、交差点から道が封鎖されているようで、野次馬の群れに阻はばまれて進むことができない。

「ちょっとすみません、通してください……っ」

　ぺこぺこと頭を下げながら野次馬集団をかきわけて進み、規制線から自宅を見ると――

「え……」

　一瞬、感覚が麻痺したのか、底冷えする寒さが感じられなくなった。それどころか周囲の喧騒まで遠のき、無音が自分の聴覚を乗っ取ったのか何も聞こえなくなる。

　炎を上げて燃える一軒家を見ているのに、あれが何かを意識がとらえてくれない。

　このとき野次馬の一人が動いて海鈴に軽くぶつかり、よろめいた彼女はやっと我に返った。

　――家が、燃えてる……

　それでもまだ現実を認めたくないのか、あれは帰る家ではなく隣家ではないかと考えてしまう。

　前のめりになって目を凝こらしたとき、燃え盛る家の窓ガラスが割れて大きな音が響いた。まるでドラマのワンシーンのような光景に野次馬がどよめき、呆然とする海鈴の意識を揺さぶる。

　自分が帰るべき家が火事になっていると、ようやく認めることができた海鈴は慌てて規制線の中に入った。

　自宅へと駆け寄る海鈴に気がついた消防隊員がすっ飛んでくる。

「危ないです！　入らないでください！」

「わっ、私、あの、燃えてる、家の、あそこの……！」

　パニックに陥おちいっているのか、思っていることが口から出てこない。だが消防隊員の方は火元家屋の住人だと察したらしく、野次馬からの視線をさえぎるように電柱の陰へ移動した。

「まず身元を確認させてください。免許証はお持ちですか？」

「えっ、あ、はい、えっと……」

「大丈夫、ゆっくりでかまいません。落ち着いて」

　海鈴は震える指で運転免許証をバッグから取り出し、隊員へ渡した。

　免許証を確認した隊員は他の消防隊員へ、「火元家屋の住人を確認」と伝える。それから今までどこにいたか、とか、火災の原因は思い当たるか、などを質問してくる。

　戸惑いながらもわかる範囲で答えると、消防隊員は「警察にも同じことを聞かれるので」と言い置いて離れていった。このとき入れかわりに駆け寄ってくる女性が、「海鈴ちゃん！」と甲高い声で名前を呼んでくる。

「櫻子さくらこ……」

　シェアハウスのもう一人の住人で、後輩でもある大河原おおがわら櫻子だ。

「よかったぁ、帰ってきてくれて！」

　駆け寄る勢いのまま抱きついてきたため、背後の電柱に背中を打ちつけた。痛い。

「うわあぁん！　怖かったよーっ！」

　こちらにしがみついてポロポロと泣き出したため、海鈴は櫻子のピンクブラウンのふわふわつやつやの髪を撫でる。

　涙が止まらない様子の彼女は、いつもよりしっかりしたメイクをしていた。おそらくプロにメイクをしてもらったのだろうが、せっかくのメイクが崩れて可愛い顔が台なしになっている。

　櫻子の涙をハンカチで拭きながら、海鈴は同居人が無事だったことに心の底からホッとした。あまりの事態に彼女の存在をすっかり忘れていたが、火事に巻き込まれていなくて本当によかった。

「櫻子、あなたも今帰ってきたの？」

「ううん、ずっと家にいたわ」

「えっ……よく無事だったわね」

　鼻を啜すすりつつ頷く彼女によると、キッチンから火が出て消火する暇もなく燃え広がり、着の身着のままで逃げ出したという。

　そのため財布もスマートフォンも持ち出す余裕はなく、今まで同居人の海鈴へ火事について連絡できなかったそうだ。さすがに実家の電話番号は覚えていたので、家族には連絡済みとのこと。

　そこで海鈴は首をひねった。

「今夜はデートじゃなかったっけ？」

　櫻子は大手企業の社長令嬢で、本日は婚約者候補の男性とクリスマスデートだと聞いていた。

「デートなら途中で帰ってきたわ」

「えっ、どうして？」

「つまんなかったんだもん。それより海鈴ちゃんと一緒にクリスマスをしようと思って準備してたの」

　天然わがままお嬢さまが気まぐれを起こしたようだ。櫻子がころころと意見を変えるのはいつものことなので、海鈴は気にしないことにした。しかし彼女の言葉に、気にしないではいられない箇所があった。

「櫻子、準備って何をしていたの……？」

　先ほど彼女は、キッチンから火が出たと告げた。しかし櫻子は生まれてこの方、家政婦や使用人に食事の世話をされて育っており、料理はできない。

　海鈴は櫻子が、自炊に挑戦しては食材を炭の塊に変えたり、鍋やフライパンを駄目にしたりするのを何度も見ていた。

　彼女へは、私がいないときに調理をしてはいけないと告げておいたが、まさか。

　恐ろしい想像をした海鈴へ、櫻子は悲しそうな笑顔を見せた。

「冷蔵庫にお肉っぽいものがあったから、海鈴ちゃんのために焼いておこうって思ったの。さすがにケーキは買っておいたわ」

　当たってほしくない予想が当たってしまい、海鈴はその場へ崩れ落ちそうになった。

　――なぜ一人でやろうとするの……それにお肉っぽいものって、私が仕込んだハーブチキンよね？　まんまお肉なんですけど……

　どうやら今晩の楽しみはなくなったようだ。……家が燃えている状況なら当たり前か。

　と、同時に重大なことを思いついた。

「もっ、もしかして火事の原因って、お肉を焼いたから、とか……？」

　以前、豚肉のしょうが焼きを作ろうとした櫻子は、初心者用のレシピを見ながらフライパンに大量の油を入れ、煙が出るほど高温に熱したところに、調味料がしたたり落ちる豚肉を投入しようとした。直前でそれに気づいた海鈴が止めて事なきを得た。櫻子は常人では理解できないことを平気でやらかすのだ。

　指摘された彼女は眼差しを伏せる。

「お肉っぽいものはフライパンで焼けばいいと思ったけど、ちょっと前に火が強すぎてお魚を焦がしちゃったことがあるじゃない。だから弱火で焼こうと思ったの」

　ブリの照り焼きのブリが、炭と化したことを覚えていてくれたらしい。一歩前進である。

「うん、それで？」

「一番弱い火で焼いていたら、全然焼けないのよ。不思議に思って油を足して火を強くしたわ」

「……うん、それで……？」

「油が跳ねて怖かったから蓋をして、しばらく待っていたの。そしたらいつの間にか火が点いて……怖かった！」

　わぁっ、と顔を両手で覆った櫻子が再び泣き出した。海鈴はため息を吐きたいのをグッと我慢し、彼女の頭部をなるべく優しく撫でる。

　おそらく足した油とやらは、かなり多かったのだろう。そして強くした火とやらは、最大出力ではなかったのか。

　コンロには鍋底の温度が高くなりすぎると、自動的に火が弱くなる安全装置が付いている。だが不思議なことに、櫻子が調理するときに限ってセンサーが反応しないのだ。

「……まあ、あなたが無事で何よりだわ」

　海鈴はぐったりとしつつも櫻子を慰める。出火の原因がわかれば少しだけ気持ちが落ち着いた。心の片隅では放火の可能性も考えていたから。

　自宅に火を点けられるほどの恨みを買った覚えはないけれど、世の中には愉快犯という者もいる。そういう場合は犯人がなかなか捕まらないと聞くから怖い。

　それに薄情だが、自分が火災の原因でなくてよかったと安堵していた。失火の責任なんて重すぎて背負えない。

　住み処を失うだけなら、つらいけれどまだいい。もし炎が燃え広がり誰かが逃げ遅れて命を落としていたら、こんなのんきに話すことさえできなかった。

　――私が原因だったら、櫻子のご家族から恨まれそうだし……

　櫻子は会員制リゾートホテルグループの創業家出身で、社長の孫娘だったりする。

　彼女と海鈴が勤める小倉おぐらコーポレーションは、このホテルグループのレストラン部門に酒類や飲料類、食品類を卸おろしている。つまり勤務先の大顧客が、櫻子の祖父が経営する大手企業だった。

　そのようなお嬢さまがなぜ中小企業で働いているかというと、原因というか発端は海鈴にある。

　櫻子が大学卒業間近、たちの悪い男たちに絡まれているところを、たまたま居合わせた海鈴が助けたことがあった。助けたといっても男たちに囲まれる櫻子の様子を見て、これはまずいと警察を呼んだだけであるが。

　ただ、櫻子がこの件にとても感謝して、何度かお茶や食事に誘われる機会があり、いつの間にか懐かれてしまったのだ。

　そして彼女は大学卒業後、なんと海鈴が勤める小倉コーポレーションに就職した。櫻子を溺愛する祖父が、小倉コーポレーションと業務契約を結ぶことでコネ入社してきたのだ。

　しかし櫻子は箱入り娘。可愛くて守ってあげたい容姿で男性社員の人気は高いが、ぶっちゃけ何もできない。おかげで彼女の友人ポジションになった海鈴がお守り役になっている。

　しかも櫻子が実家を出て一人暮らしをしたいと言い出し、それに渋る祖父と揉めたあげく、『海鈴ちゃんとシェアハウスをするなら許してくれるわよね！』と勝手に決められてしまった……

　もちろんお断りしたのだが、櫻子の祖父はなんと建売住宅を購入し、そこをシェアハウスにするから孫娘と住まないかと迫ってきたのだ。

　駅から歩いて四分。小倉コーポレーションまで片道十五分。新築一戸建て２ＳＬＤＫで家賃は月に一万円。水道光熱費は櫻子と折半。……との魅惑の条件に抗あらがえなかった。

　そんなこんなで、海鈴は櫻子と二人でシェアハウスをしている。

　なかなか泣き止まない櫻子を慰めていると警察官が近づいてきた。火元家屋の住人の事情聴取をするという。

　やはり出火元はキッチンのようで、櫻子の過失によって火事が起きた可能性が高い。

　そのため海鈴より櫻子への質問が多く、大柄な男性たちから厳しい口調で追及されると、彼女は泣き出してしゃべれなくなる。そのたびに海鈴は彼女をなだめていた。

　立ったまま聞き取り調査を一時間ほど続けていたところ、別の警察官が近寄ってきた。

「大河原望のぞむさんとおっしゃる方が来ましたが、ご家族ですか？」

　パッと顔を上げた櫻子が甲高い声を上げた。

「お兄ちゃんだ！」

　そういえば自慢の兄がいると言っていた。会ったことはないけれど。

　海鈴は寒さと疲労でぼんやりとしながら周囲を見回す。

　櫻子の家族では祖父としか会ったことはない。大手企業の社長にしては気さくな感じの方だったが、こちらの了承もなく勝手にシェアハウスを決められた件はどうにも納得できない感が残っている。そのため櫻子の家族全員にいい印象を抱いていない。

　お兄さんとやらは妹の様子を見にシェアハウスへ来たこともあるが、自分は仮病や居留守を使って顔を合わせなかった。勤務先の大顧客の社長令孫れいそんに、プライベートで気を遣いたくない気持ちもあって。

　できれば今もお会いしたくない。

　――シェアハウスは金銭的に助かってるけど……これ以上、大河原の人たちに振り回されたくないし。

　聞き取り調査も終わったようなので、もう休みたかった。

　とはいえ櫻子の方は失火の罪に問われる可能性があり、ここから離れるなら必ずどこへ行くか告げること、と警察官から注意を受けている。

　失火は刑事事件になるため、逃げたら逮捕される可能性もあると脅しのようなことまで言われていた。またもや櫻子が涙ぐんでこちらに抱きついてくる。もうハンカチは水分を吸いすぎてぐしゃぐしゃだ。

　このときふと気がついたのだが、家屋は放水が続いているものの、炎は見えなくなっている。鎮火したのかな、と海鈴が大きく息を吐き出したとき。

「お兄ちゃん！」

　パッと海鈴から離れた櫻子は、近づいてきた長身男性に飛びついた。

　彼を見た海鈴は軽く目をみはる。めったにお目にかかれないレベルの美男子がそこにいたのだ。

　やや疲れを感じさせる容貌は完璧な左右均等で、夜の陰影を刻む表情が硬質な色気をかもし出している。見ているだけなのにドキドキするほど、とにかく美しい。

　コートを着ていても均整がとれているとわかる肉体は、ゆるみを感じさせずたくましさを相手に抱かせるから、見てはいけないものを見た罪悪感さえ覚えてしまった。

　存在するだけで罪、とも言える美形など初めてリアルで見た。海鈴は慌てて視線を逸らす。

　――すっごいイケメン。まあ櫻子があれほど可愛いんだから、お兄さんも美形で当然よね。

　野次馬の女性からも好奇の視線を向けられる彼は、妹から簡単に事情を聞いて天を仰いでいる。その間、海鈴は二人に背を向けて近くのビジネスホテルを検索していた。

　――うう、空室がどこにもない……クリスマスイブの金曜日に住む家を失うって、何かの罰ゲームなの？

　カプセルホテルさえも満室表示がされていることに絶望感を抱く。この世に神も仏もいないのか。

　泣きたい気分で検索を続けていると、背後から声をかけられた。

「――櫛川海鈴さん」

　聴覚を甘く震わせる美声に海鈴は振り返る。いつの間にか櫻子の兄が背後にいた。

　彼はへばりつく妹をべりっと引き剥がし、こちらへ深く頭を下げてくる。

「妹から火事の経緯を聞きました。出火原因は間違いなく妹の火の不始末です。このような事態に巻き込んでしまい、大変申し訳ありません」

　きっちり五秒は海鈴へ頭を下げ続けていた。顔を上げた彼の表情はこわばっている。

「両親は現在アメリカにいるため、謝罪が遅れることをお許しください」

「いえ、そこまでしていただかなくても大丈夫です……」

「火事に巻き込んでしまい深くお詫びいたします。本当に申し訳ありませんでした」

　土下座せんばかりに再び頭を下げてくる。話し方が若干、ビジネスの相手と間違えているような気もするが、誠意は感じられた。どうやら彼は妹と違って常識人のようなので安堵する。

「気にしないでください。……あの、それでしたらここはお任せしてもよろしいですか。もう休みたいので」

　体が震えるほど寒いうえに、夕食を食べていないのでお腹が鳴りそうだ。

　すると櫻子の兄がハッとした表情になった。

「失礼しました。ではうちにご案内します。どうかゆっくり休んでください」

「えっ、いえ、そんな、近くのホテルを探しますから」

「たぶん今日はどこも空いてないと思いますよ」

　その通りだったのでグッと詰まる。おまけに海鈴の実家はかなり遠い地方にあるため、簡単に帰ることもできないし、帰りたくない事情があった。なにせ自分が帰省するのは、一年で元日だけなのだ。

　そこへ泣いていたはずの櫻子が口を挟んでくる。

「海鈴ちゃんもうちで暮らせばいいじゃない。しばらくパパとママは帰国しないし、部屋はあまってるし！」

「……逆にご両親が不在の間に他人を泊めるのはまずくない？」

　海鈴の遠慮に答えたのは兄の方だ。

「両親には僕の方から伝えておきます。こちらがご迷惑をかけているのですから、反対などするはずがありません」

　ここで鎮火の一報が入った。家はほぼ全焼したが近隣へ燃え広がることはなく、死傷者もないとのこと。それだけは不幸中の幸いだった。

　すでに時刻は十一時を過ぎており、野次馬の数もだいぶ少なくなっている。

　消防隊員から、翌日は午前九時三十分から見分があるので、住人には立ち会ってほしいと言われた。

　今から宿を探して泊まり、明日の九時半にここへ戻ってくる時間を考慮したら、ゆっくり休むこともできないだろう。ならば見つかりそうもない宿を探すのは時間の無駄だ。

「……そうですね、一晩、お世話になります」

「一晩だけじゃなくって、ずっといればいいのよ！」

　櫻子がまた非常識なことを告げたが、海鈴はあえて右から左へと聞き流した。






　望の車で向かった大河原家は四階建ての豪邸だった。都内の高級住宅地にこれだけの大邸宅を維持するなんて、どれほどの資産が必要なのか海鈴にはいまいちわからない。

　ただ、とんでもない富裕層セレブであることは理解できた。

　広い家なら見慣れている海鈴も、大河原邸の規模には圧倒される。三人で横に並んでも入れる巨大な玄関扉や、八畳はありそうな広いエントランス、一階は高級車が七台も収納されている巨大車庫といくつかの客間で、二階がキッチンとリビングダイニングにテラス。三階と四階が家族のプライベートルームだという。

　四階まで上がるのは大変ね、と海鈴が呟けば、エレベーターがあるわよ、と櫻子に言われて乾いた笑いが口から漏れた。個人の邸宅にエレベーターとは。

　そして家の中にはいたるところに絵画があり、海鈴は美術館に迷い込んだ気分に陥った。

　――田舎の金持ちとは違うわ。

　海鈴の脳裏で実家を思い浮かべる。戦前に建てられた広大な日本家屋は、金をかけただけあって立派な建築物だ。しかし設計が古いためどうしても夏暑くて冬寒く、無駄に広すぎて各部屋の気温差が大きすぎたり、大きな段差がいたるところにあったりと不便な暮らしを強いられる。

　何度かリフォームをしているものの、古さと住みにくさは否めない。耐震基準を満たしていないため、もうそろそろ取り壊して建て直した方がいいと海鈴は何度も意見しているが、誰も聞いてはくれなかった。

　伝統と歴史に固執する古びた考えは、早々に消えたりはしないから。

　――重要文化財でもないのに。大地震が起きたら倒壊するかもしれないのに。

　しかし大河原の家は堅牢な造りで、床暖房などの最新の設備も取り入れてある。とても暖かいのに空気は乾燥しておらず、快適で居心地がいい。

　体の芯が凍えかけていた海鈴は、勧められたソファに腰を下ろして表情を明るくした。

　櫻子が着替えるために三階の自室へ向かうと、正面のソファに座った彼女の兄が人懐っこい笑顔で声をかけてくる。

「海鈴さん、一杯ぐらい飲みませんか」

「えっと、大河原さん」

「ああ、僕のことは望と呼んでかまわないから」

　……友人の兄の名前を呼ぶのはためらうし、初対面の男性から名前で呼ばれるのも戸惑う。

　いつも彼は妹の友人に対し、こんなくだけた感じなのだろうか。困惑の気持ちに若干の迷惑さが混じって、海鈴は何も言えないでいる。

　望は端整な顔に苦笑を浮かべた。

「あいかわらずだね」

「……何がでしょうか？」

「僕がシェアハウスに行くと、君は必ず仮病や居留守を使って僕に会おうとしないから、よほど嫌われているのかと」

　――なんで知ってるの!?

　接触を拒んでいたことを知られていた動揺で、海鈴は思いっきりうろたえる。

　とはいえ彼の表情に不快感や苛立ちといったマイナス感情は見当たらなかった。なんとなくこちらの反応を面白がっている気配さえする。

　その様子に海鈴は気まずさを感じながらも頭を下げた。

「すみません……その、櫻子のお兄さんってことは、うちの取引先の御曹司さんじゃないですか。何を話していいかわからないですし……」

「たしかに僕は社長の孫でいずれは会社を継ぐと思われているけど、今はうちが経営するホテルとは無関係な会社で平社員として働いているよ」

　修行に出されていると続けられて、意外な想いを抱く海鈴は目を丸くした。いいとこのお坊ちゃんといえども、努力なくしては高みへ上れないとは。

「……そうなんですか」

　小さく呟いた海鈴は、迷いながらも言葉を続ける。

「あの、どうして私が……仮病を使ってたってご存じなんですか？」

「櫻子が、『海鈴ちゃんはお兄ちゃんと会いたくないから仮病だそうよ』って、あるがままを報告してくれるから」

　彼の言葉に海鈴は両手で顔を覆った。大声で叫び出したい気分である。

　櫻子に悪意はないと、シェアハウスでの共同生活で学んでいる。彼の言う通り、ただ素直に見聞きしたことをそのまま告げただけなのだ。口止めしなかった自分が悪い。

「……大変、失礼しました」

　両手で顔を隠したまま呻くように告げたとたん、男の笑い声が弾けた。そっと指の間から彼を見れば、額に手を当てて子どものように口を開けて笑っている。

「いや、こちらこそからかって申し訳ない。いっつも避けられているから、知らないうちに僕が何かしたのかと気になってて」

　他人に不快感を与えたかと萎縮していた海鈴は、彼の屈託ない表情と口調に安堵して手を下ろした。

「私が勝手に苦手意識を持っていただけです。すみません……」

「今は苦手ではない？」

　彼を見遣みやれば、人好きしそうな笑みを浮かべている。他人に理由もわからず避けられるなんて面白くないだろうに、そのような気配など微塵も見せないところに器の大きさを感じた。

　素直に頷くと、彼はどこかホッとしたような嬉しそうな表情になる。

　海鈴は胸の奥がかすかにざわめき、不思議な心持ちになった。……イケメンに見つめられたからだろうか。

「よかった。君とは一度会いたいと思っていたんだ。櫻子から君のことはしょっちゅう聞いていたから」

「え……どのようなことでしょうか」

「君がいかに素晴らしい女性か、とか」

「はあ……」

　ただ一緒に暮らしていただけなのだが、どうも櫻子から見る自分が美化されすぎている気がして、いたたまれない。

「それで馴れ馴れしいと思いながらも、君に親近感を抱いていた。あと、櫻子の友だちはとても貴重なので僕も大切にしたい。――名前で呼んでも？」

　異性から「大切にしたい」と言われて、深い意味はないのに心がくすぐったい。

　――家族想いの人なのかしら……？

　妹に対する彼の気持ちを無下にしづらくて、海鈴はためらいながらも頷いた。事情があって家族との交流を必要最低限にしている自分には、家族愛といったものに複雑な感情があって。

「じゃあ僕のことも名前で呼んでくれると嬉しい」

　海鈴はかなり迷いながらも、「……望さん」と友人の兄の名を小声で呼んでみた。彼はこちらを慈しむような眼差しで見つめ、微笑んでいる。

　まるで保護者から見守られているようなイメージを抱いた海鈴は、そっと視線を横にずらす。なんだかさっきから胸がドキドキしていた。

　海鈴は己の感情を持て余して居心地が悪い。ただの友人の兄との会話にしては、心が揺れるものがあって。

　そこへピンクの羊みたいな、もふもふの服に着替えた櫻子がやってきた。海鈴の隣にぴたりとくっついて腰を下ろし、甘えるように腕に抱きついてくる。

「海鈴ちゃん、シャンパン飲むつもりだったでしょ？　家の冷蔵庫にあったもん」

　たしかに自分用のクリスマスプレゼントとして、結構なお値段のシャンパンを購入した。楽しみにしていた分、燃えてしまって悲しい。

「……また買うわよ」

「ううん、うちにもシャンパンはいっぱいあるからクリスマスパーティーしよう！　すっごくお腹空いたし、海鈴ちゃんも何も食べてないでしょ？」

　そう言われると空腹を感じてしまう。お昼から何も口にしていない。

　すると望が立ち上がって海鈴のそばに立ち、大きな手を差し出してきた。

「僕も食事はまだなので用意しよう。シャンパンは好きなものを選んでくれ」

　海鈴は自分の顔の近くに停止する、大きな手のひらをまじまじと凝視する。

　立ち上がる際の補助だと思うが、今まで男性にそのようなことをしてもらった経験はなかった。しかし望の方はまったく動じておらず、あいかわらず一分の隙もない麗しい顔で海鈴が手を取るのを待っている。もしかしたら相手女性が戸惑うのも、慣れているのかもしれない。

　彼ほどの容姿なら、うきうきとその手を取る素直な女と、自分のように驚いて固まってしまう女の二種類に分かれそうだ。

　冷静に分析をした後、慌てて彼の手を取って立ち上がった。

　だいぶ待たせたのに望は嫌な顔ひとつ見せず、海鈴の手を握ったままダイニングルームへと向かう。

　――あの……手を離してほしいのですが……

　この人は女性をエスコートする癖が染みついているのだろうか。助けを求めて櫻子へ視線を向けたが、兄と友人についてくる彼女はいつもとまったく変わらない表情だった。

　海鈴と目が合えば、にこっと可愛らしく微笑んでいる。……どうやら望の態度は普通のことらしい。

　諦めて彼に手を引かれたままついていくと、ダイニングの奥にあるバーカウンターへ案内された。

　……自宅にバーカウンターがあるんだ。と、海鈴は何度目かわからないほど内心で圧倒される。

　壁に設置されたキャビネットの中には蒸留酒やリキュール、多種多様のグラスがずらりと並んでいた。その隣は望の身長ほどあるワインセラーだ。

　彼がセラーのガラス扉を開けるため、こちらの手を離してくれたことにホッとする。

「どうぞ。遠慮せず好きなものを選んでくれ」

　いい笑顔で告げてくるから、興味がないわけではない海鈴はセラーの内部をのぞいてみる。お酒はワインに限らずなんでも好きなので。

　小倉コーポレーションという酒類の卸売業に就ついたのは、無類の酒好きというのが理由だ。勤め先はワインの輸入販売も手掛けているため、有名どころの銘柄はひと通り頭の中に入っている。

　……そのためワインセラーの中身が、自分の給料ではおいそれと買うことができない品ばかりとわかってしまった。

「あの、やっぱりいいです……」

　畏れ多くて後ずさる。海鈴の体を止めたのは櫻子だ。

「えー、私は飲みたい！　海鈴ちゃん付き合ってくれるでしょ！」

「だったら櫻子が選んでよ……」

「海鈴さん、櫻子にワインの良し悪しなどわからないよ。お酒の好きな人が選ばないと」

　――この人、私が酒好きなのをなんで知って……櫻子に聞いたんだろうな。

　微妙な表情になる海鈴へ、望は「つまみを用意するから、選んでおいて」と言い置いてキッチンに行ってしまう。

　仕方なくもっとも単価が低いと思われるシャンパンを手に取った。櫻子がワインクーラーとグラスを用意し始める。

　海鈴は座って待っているのが性に合わないため、取り皿やカトラリーの収納場所を聞いて、ダイニングテーブルに並べることにした。

　しばらくすると望が大皿を二枚持ってくる。

「わっ、すごい」

　ハムやソーセージの盛り合わせ、ローストビーフ、キッシュが三種類、サーモンやオリーブのマリネ、小海老のサラダなどなど。お洒落で彩りのいい料理がたくさん並べられている。

　にんにくの香りが食欲をそそる、ガーリックトーストも添えられた。いい匂いに海鈴のお腹が鳴りそうだ。

「これ、望さんが作ったんですか？」

「まさか。家政婦さんが作り置きしてくれるんだ」

「へぇ、すごくおいしそう……」

　不意に、実家だったら和食系の酒の肴さかなが出たな、と思い出した。

　海鈴の父親が日本酒を好むという理由もあって、海鈴の母親は夫が好む日本酒に会う肴をせっせと用意していた。海鈴の幼い頃は、山菜のおひたしや酒盗しゅとうや湯豆腐などはご飯のおかずにならなくて不評なのだが、母親は夫を優先するきらいがあって諦めていた。

　……大河原邸に来てからというもの、実家やそこに紐付いている苦い感情を思い出してしまう。帰省する正月がもうすぐ近いからかもしれない。

　このときの悩ましい気持ちが顔に出たのか、望が目を覗き込んできた。

「何か嫌いなものでもあった？」

　男性にしてはキメの細かい肌だと気づいてしまうほどの近さに、海鈴は大きく仰け反った。そのあからさまな反応に望が慌てる。

「すまん！　難しい顔をしてたから気になって」

「いえ、こちらこそ……ぼうっとして申し訳ありません」

「住んでいた家が燃えたら、誰だって動転するよ。僕は君が何をしても気にならないから」

　力強く言われると、不思議なぐらい納得して気持ちが落ち着いた。望の揺るぎない表情にも頼もしさを感じるから説得力があって。

　彼とは会って一時間ほどしかたっていないが、誠実で優しい人だと思っている。こちらの遠慮を不快にならないよう、かわしてくれる。

　それに彼の笑みには、作り笑いとか営業スマイル的な印象を抱かなかった。人懐っこい性格なのかもしれない。

　初対面の男性、しかも櫻子の家族という、今まで一方的にマイナス感情を抱いていた相手なのに、警戒心が薄れていくから不思議だった。

「じゃあ飲もうか」

「メリークリスマス！」

　櫻子がはしゃいだ声を上げて軽くグラスを持ち上げる。乾杯の際、グラスをぶつけないのが本来のマナーだと彼女に教えてもらった。

　シャンパンは予想通りとても美味しく、料理にもよく合ってするすると飲み干してしまう。すぐに望が注いでくれた。

　グラスを眺めるフリをして彼を盗み見る。ワインを注ぐ流れるような所作や姿勢、食べ方などがいちいち美しい。気品というものを感じられる。

　それは自分の隣にぴったりとくっついて座る櫻子からも感じるから、育ちがいいとはこういう人たちのことを言うのだろう。

　――本当に、全然違う。

　自分もきちんと躾を受けてきたつもりだが、やはり育った環境が違うとこうも変わるのかと、やや落ち込んでしまった。

「――海鈴さん、このたびは本当に申し訳なかった」

　自分の殻にこもりかけていた海鈴は、ハッとして顔を上げる。正面のソファに座る望が、真剣な表情でまっすぐにこちらを見つめていた。おかげで海鈴の心臓が急に鼓動を速くする。

「えっと、謝罪でしたら、もう……」

「いや、これは謝って済む問題じゃないから。燃えた品はすべて弁償、または買い直す。今日の着替えは申し訳ないが母親のもので我慢してもらうけど、化粧品とかは櫻子のものを使ってくれ」

　そう言われて海鈴は恐縮する。やはり動転していたようで、着替えやメイクのことなど何も考えていなかった。

　そこで櫻子が音を立てて両手を合わせる。

「そうだ！　海鈴ちゃんって指輪が好きでいっぱい集めてたじゃない。全部新しいものを買ってもらいなよ。当然の権利だわ！」

「おまえが言うな」

　渋い表情の兄に窘たしなめられて、櫻子は小さく舌を出している。……本当に〝おまえが言うな〟案件だ。

　まあ指輪はともかく、着替えぐらいは素直に甘えようかと思う。なにせ明日着る服さえないのだから。

　櫻子は海鈴とクリスマスを楽しめることに上機嫌で、一人で盛り上がっておしゃべりを続けている。彼女のマシンガントークに海鈴は適当な相槌を打ちながら、望が話す今後の予定を聞いた。

　明日の立ち合い見分には彼も同行し、現場の写真を撮影するという。それをもとに加入している火災保険の申請を行うらしい。その後、海鈴の衣服や日用品を買いそろえるとのこと。

　ふと、海鈴は左肩に重みを感じて視線を向ける。酒に弱い櫻子が目を閉じてもたれかかっていた。

　海鈴は彼女の体をそっと支えてソファに寝かしつける。望が毛布を持ってきて妹の体にかけた。

「やっと静かになったな」

　苦笑する望の言い方に海鈴もまた微笑む。櫻子のおしゃべりには慣れていたが、うるさいことに変わりはない。

　海鈴は、すぅすぅと気持ちよさそうに寝息を立てている、櫻子の眠っていても可愛らしい顔を見下ろした。

　無邪気とか天真爛漫とか、快活な性質がそのまま人型になった子である。二十五歳の海鈴より二つ年下の二十三歳だが、フランス人形のようなあどけない容貌もあって大学生にしか見えない。高校の制服を着せたら女子高生でも通じるのではないか。人を振り回す無邪気なわがままも愛すべき特徴だろう。

　ただ、素直すぎる性格も相まって、同性からは嫌われることが多い。本人もその自覚は大いにあるため、櫻子を敬遠しない海鈴に懐いたのかもしれない。

　同僚からは、あんな自己中心的なお嬢さまとは縁を切った方がいいと、いつまで振り回されて引き立て役になるつもりかと、よく忠告される。

　それでも自分は――

「……海鈴さん。妹と友だちになってくれて本当にありがとう」

「えっ」

　ちょうど櫻子について自分の思考に浸つかっていたため、望の言葉に反応することができなかった。

「櫻子が、何か……？」

「妹の友だちでい続けてくれることが嬉しいんだよ。この子が友だちとシェアハウスをするって言い出したときは、そんな奇特きとくな人がいるのかと本気で驚いた」

　――私も勝手に決められて驚きました。

　海鈴はそう言おうかなと思ったが、曖昧に微笑むだけにしておいた。一宿一飯の恩は感じている。

　それに望には自分の気持ちを知られているような気がした。なんとなくだが常識人らしい彼もまた、櫻子に振り回される人なのではないかと思って。

　……望に仲間意識のようなものを抱いてしまった海鈴は、酒を呷ることで己の感情をごまかした。

　彼は海鈴のグラスにシャンパンを注いで、すぐに表情を引き締める。

「それでも今回の件は許されざることだ。海鈴さんの今後の生活が不自由にならないよう、君の気が済むまで賠償するから」

「……ありがとうございます」

　櫻子とのシェアハウスは、不動産屋を挟んだ契約ではないので間借りのようなものだ。そのため家がなくなったから勝手にしろと言われてもおかしくないのに、こうして野宿を避けられたうえ、賠償までしてくれるという。

　彼の責任感の強さに少し心がドキドキする。十代の終わりから胸に穴が開いたような空虚を抱える海鈴にとって、誰かに頼ったり甘えたりするのは嬉しかった。

　もっとも、賠償は口止め料の意味合いもあるのだろう。良家のお嬢さまが火の不始末で家を全焼させるなど、今後のお見合いに悪い影響が出るかもしれない。

　――お見合い。……結婚。

　今、己がもっとも忌避きひする単語に胸が痛い。頭の奥の方から鈍い痺れまで感じる。

　眼差しを手元に落とした海鈴は、憂いに満ちた表情になった。その様子を望がじっと見つめていることにも気づかないで。

　彼は数秒ほど無言で海鈴を観察し、シャンパンをグッと飲み干した。

「そろそろお開きにしようか。海鈴さんも疲れてるだろ」

「あ、そうですね。ここは片づけておきます」

「こらこら、お客さんにはやらせないよ」

　小さな押し問答の末、二人で片づけることになった。とはいっても食器類は自動食器洗い乾燥機に入れておけば済むため、手洗いするのはクリスタルグラスのみだ。

　手早くグラスを片づけて、海鈴は案内された一階の客間で休むことにした。この部屋はトイレとシャワーブースまで付いて、ビジネスホテルのシングルルームのようだ。ビジネスホテルよりもずっと広いが。

　望が妹用のメイク落としや化粧水のセット、母親のパジャマまで持ってきてくれた。それだけでなく非常用のスマートフォン充電器まである。着の身着のままの自分にはとてもありがたかった。

「僕は四階の一番奥の部屋にいるから、何かあれば上にきてくれ」

　そう言い置いて彼はエレベーターに向かった。

　広い背中が去っていくのを、海鈴は安堵の想いと心細さという相反する気持ちで見送っていた。

　よく知らない男性と一つ屋根の下で眠るということに、ほんの少し不安を抱いていたのだ。一階と四階に分かれて眠るなら安心できる。

　それと同時に、櫻子との生活に慣れていたため、誰かの気配が近くにないと寂しさを感じた。がらんとした一階の静かな廊下を見回して海鈴は眼差しを伏せる。家が広すぎて自分以外の足音や気配はまったく拾えなかった。

　とぼとぼと客間に入ってシャワーを浴び、倒れるようにしてベッドに潜り込んだ。

　手触りのいい毛布と温かな羽毛布団に包まれると、寝心地はいいけれど自分の寝具ではないことを痛感する。

　――私のベッド、もう使えないだろうな……

　すべて炎に呑まれていた。服や靴、メイク道具などの日用品だけでなく、趣味で集めていた指輪や絶版となっている本、大学時代に御朱印ごしゅいんを集めた御朱印帳なども燃えてしまっただろう。

　キッチンが火元だったから、使いやすい調理道具や地方のお取り寄せ調味料、ハーブ類なども諦めるしかない。

　――お父さんからもらったものも、取り戻せない……

　故郷にいる家族との交流を断っている海鈴にとって、父親からの……己の唯一の理解者からのプレゼントは大切な思い出だった。自らの意思で年に一度しか地元に帰らないが、贈り物を見れば父親の愛情を感じられるようで。

　胸の奥底で空虚を抱える海鈴にとって、父親から贈られた品々は心を慰める大切なものだった。

　それらすべてを失ってしまった今、悲しいと思う以上に、心に開いた穴が広がりそうで怖い。

　火災とは、生活の根っことなる〝住居〟を丸ごと奪う災難だと身に染みた。

　――でも運転免許証と保険証が財布に入っていたのはよかった。身分証さえあれば銀行の通帳も再発行できるだろうし。けど印鑑は燃えちゃったはずだから、こういうときってどうしたらいいんだろう。

　あとは何が燃えただろうか。すぐ思い出せるのはパスポートと保険証書、年金手帳に、他は……

　そんなことを考えていたら、お酒がいい感じに効いてきたのか、ほどなくして睡魔に意識が支配されていった。

















第二章












　翌日の土曜日。十二月二十五日。

　朝は六時に起きようと思っていた海鈴だが、スマートフォンのアラームを消して二度寝の罠にはまってしまった。目が覚めたとき、午前八時をだいぶ過ぎていた。

　数秒後に飛び起き、メイクもせずに昨日の服を着て二階へ駆け上がる。

　すると休日でもパリッとした印象の望が、リビングのソファに座ってスマートフォンを眺めていた。焦りまくる海鈴を認めて爽やかな笑顔を向ける。

「おはよう。そんなに慌てなくても、車を出すからシェアハウスまで二十分ほどで着くよ。ゆっくり身支度をしておいで」

　櫻子も今さっき起きたばかりで、メイクをしている最中という。

　海鈴は望に礼を告げて一階に戻り、手持ちの化粧品で手早くメイクを施した。寝ぐせを直している余裕はないため、セミロングの髪を編み込んでローポニーテールアレンジにしておく。

　十五分でリビングに戻ってきた海鈴を、望は呆気にとられながら見つめてきた。

「……ずいぶん早いんだな。櫻子なんていっつもギリギリまで時間をかけているのに」

　知っています、と海鈴は心の中で頷く。櫻子とは同じ会社へ出勤するので、家を出る時間も同じだ。が、その直前まで髪を直していたり、着る服を迷っていたりする。

　一度待ちきれなくなった海鈴が彼女を置いて先に出たところ、櫻子が泣きながら追ってきたため周囲の視線が痛かった。それ以来、櫻子がもたもたするたびに海鈴が手助けをしている。

　そのため条件反射で、「じゃあ、支度を手伝ってきます」と告げて階段に足を向けた。しかし。

「待った。櫻子なら家政婦さんがいるから行かなくても大丈夫」

「え……そうなんですか？」

「うん。家政婦さん……岩田いわたさんって人だけど、僕たちが子どもの頃からうちに通ってて、櫻子の扱いにも慣れているんだ」

「あ、知ってます。よくシェアハウスにも来ていましたから」

　海鈴が安心したように息を吐くと、望がダイニングへ誘ってきた。

「岩田さんが車の中でも食べやすい朝食を用意してくれたけど、先に食べておく？」

　八人がけの巨大なダイニングテーブルには、小さめの紙袋が二つ置かれていた。中をのぞくと半透明の紙に包まれたサンドイッチがある。それを見たとたん、海鈴は空腹を感じた。

「――海鈴さんはコーヒーと紅茶のどっちがいい？」

　後ろから艶のある声が吹きかけられ、海鈴の体がびくっと竦み上がる。背後を振り返れば。

「え……」

　やたらと近い位置、身を乗り出せばキスさえできる間近に望が立っていた。目をみはって仰け反る海鈴だが、彼の方は紅茶缶と思われる朱色と銀色の缶を持って笑みを浮かべている。

「紅茶だと櫻子が好きなアップルティーがあるけど、僕のお勧めはこっちのアッサムだな。ミルクティーにすると美味しい」

　そう言いながら右手にある銀色の缶を軽く振る。望がさっぱりとした笑顔で話すため、海鈴は彼との距離が近すぎることに何も言えないでいた。

「……えっと、じゃあ、アッサムで」

「かしこまりました」

　冗談っぽく答える望がスッと海鈴から離れる。どうやら彼にとって、抱き締めることさえできる近さは普通らしい。

　――そういえば櫻子もスキンシップが多かったのよね。この家の人は他人との距離が近いのかな。

　考えてみると、望は昨夜からたびたび海鈴との距離を詰めてくる。普通の男だったらセクハラだと糾弾されるほどの近さなのに、彼だと「近づいちゃってすみません」的な気持ちを抱く。畏れ多いというか……

　馬鹿なことを考えつつ、紙袋からサンドイッチを取り出した。

　望が淹れてくれた美味しい紅茶と共に味わっていたら、食べ終わった頃に櫻子が下りてきた。彼女の背後には岩田もいる。

「海鈴ちゃん、おはよう！」

　あいかわらず守ってあげたくなるような可愛らしさ全開の櫻子が抱きついてきた。

　海鈴は岩田に食事の礼をして、三人で家を出る。望の運転でシェアハウスに向かった。

　道中、車内で櫻子に朝食を取らせたのだが、油断するとサンドイッチの中身が零れそうになる。スカートに染みがつかないか、海鈴はハラハラしどおしだった。

　シェアハウスに着いたとき、風があるせいか今朝の冷たい空気は澄んでいる。その中で真っ黒い二階建て一軒家は異質の空気を放っていた。

　かろうじて家の形はたもっているが、壁のほとんどが黒く焦げて窓はすべて割れ、ものものしい雰囲気と鼻につく焦げ臭さが不気味だ。

　しかも土曜日のこの時刻はまだ街の住人は本格的に活動していないのに、警察と消防がそろうと不穏な空気が漂う気がする。

　再び事情聴取を受けてから中に入れば、見事にすべてが真っ黒だった。炎が家の隅々まで舐めていったようで、ゾッとする海鈴は己の体を抱き締める。

　そして黒焦げになった一階を見ているだけで、二階の自室に上がらずとも「ほとんどのものは燃えたな」と諦めがついた。それぐらい何もかも変わり果てていた。

　無事な品があったら回収したいとのささやかな願いも、これでは無理だと納得できるほどの惨状だった。

　それは櫻子も同じだったのか、ここへ来るまでいつも通りだったのに今は蒼ざめている。ようやく自分が何をしたか理解できたかもしれない。

「……櫻子、外に出てようか」

　室内の写真を撮っている望に断って、彼の車の中で休んでいることにした。

「海鈴ちゃん……ごめんなさい……」

「うん。まあ、仕方ないよ」

　そう言うしかない悲惨な状況だった。火事とは本当に恐ろしいと痛感する。思い出まで容赦なく炭に変えてしまうのだから。

　互いに話すこともなく、ぼぅっと澄んだ空を眺める。雲一つない青い空を背景にして、燃えた黒い家が浮き上がっているように見えた。理由もなく不安感が海鈴の胸の内を占める。

　目を逸らしても鼻の奥で焦げ臭さがくすぶっている気がした。視覚と嗅覚に染みついた炎の記憶が、心を苛むのかもしれない。恐ろしい、と。

　だから望が車に戻ってきたとき、頼りにできる人がそばにいる安心感から、海鈴は心の底からホッとした。その感情が顔に出たようで、彼は海鈴を見て目を瞬いている。

「どうした？」

「……なんとなく、怖くて」

　子どもっぽいと思ったので自嘲気味に微笑むと、望が海鈴の頭を軽く撫でてきた。海鈴は小さく息を呑む。

「ひどい状況だもんな。怖い思いをさせて本当にすまない」

　彼の手はすぐに櫻子の頭部に移って同じように撫でている。

　……やはり火災に巻き込まれたことで、自分は心が弱っているのかもしれない。もうちょっと撫でてほしいなんて馬鹿なことを考えてしまったから。

「海鈴さん、見分が終わったら消防署に行こう」

「事情聴取ですか？」

「いや、罹災りさい証明書の申請をするんだ。保険の手続きに必要なんだけど、これは海鈴さんもやった方がいい」

　罹災証明書とは、住居が火災などで損壊そんかいする被害を受けた場合、損壊状況を行政が証明する公的書類のことだ。これがあると住民税の減免申請ができたり、災害見舞金がもらえたりする。

「へえ……そんな制度があるんですか。よくご存じですね」

　海鈴の声から感嘆を感じ取ったのか、望は笑って首を左右に振る。

「ネットで調べた知識だよ。――罹災証明書は認印がいるので印鑑も買いに行こう」

　そうですね、と海鈴は頷きながら燃えた家へ視線を向ける。実印は海鈴が成人したとき、父親が買ってくれたものだった。大切に使っていたから残念だ。

　このときタクシーで岩田がやって来た。彼女はデパートの手提げ袋をいくつも持っている。望の指示で近隣住民に配る詫びの品を用意したとのこと。

　そのような配慮を全然思いつかなかった海鈴は恐縮した。

「すみませんっ。何から何までやってもらって……」

「気にしないでくれ。昨夜も言ったけど住んでいた家が燃えたら誰だって動転するから」

　なんでもないことのように笑う望に、海鈴はひたすら感謝した。

　岩田が用意した菓子折りを持って、海鈴と櫻子は近隣住民に詫びに回る。お叱りを受けたり心配されたりして戻ってきた頃には、立ち合い見分は終わっていた。やはり出火原因はキッチンのコンロの火によるものだという。

　櫻子は失火罪に問われる可能性が高くなってしまった。警察によると故意によるものではないため、彼女の身柄は拘束されずに捜査が続けられるという。

　さすがに櫻子はしゅんとしたままで、警察から解放されても元気がない。それに対して兄の方はあっけらかんとしている。

「まあ大丈夫。いい弁護士をつけるから不起訴になるよ」

　そうなってほしいと海鈴は頷く。隣家の壁は焦げついてしまったが延焼は免まぬがれ、大河原家が修理代と賠償金を支払うことで合意したという。近隣住民には怖い思いをさせて申し訳ないと心から反省している。それでも大きな被害は自分たちだけだ。櫻子が前科持ちになってほしくない。

　海鈴は自分よりも華奢で小さな背中を何度も撫でる。常に明るい彼女がしおれていると、自分も元気がなくなるような気がして。

　ふと、視線を感じて顔を上げれば望と目が合った。このとき少し怖じ気づいてしまったのは、彼の眼差しがやけに強かったから。

　すぐに望が腕時計を確認したため、視線が外れてホッとした。

　睨まれている感じはしなかったものの、あれだけ容姿が整った男性に見つめられるとドキドキする。昨夜から彼には心を揺らされることが多くて。

「――櫻子、海鈴さん。まずは軽く食事をしてから買い物に行こうか」

　すでに時刻は昼を過ぎていた。非日常的な事態に陥ったせいか、感覚がいつもと違って時間の流れについていけない。

　ぼぅっとしていると、望が車の後部座席の扉を開けてくれる。海鈴は恐縮しながら、櫻子をうながして車に乗り込んだ。






　午後九時。この家を出てから十二時間も経過して大河原邸に戻ってきた海鈴は、肉体の疲労のみならず精神的にも疲れ果て、リビングのソファにヘナヘナと座り込んだ。

　――セレブの買い物、すごかった……あんなインポートブランドのフロアにいるのに、値札を一回も確認しないなんて……

　シェアハウスの見分後、軽く食事をしてから三人はデパートへ移動した。海鈴は婦人服フロアへ行くものだと思い込んでいたが、向かった先は特選ブティックのフロアで、それはもう櫻子がはしゃぎまくった。

　慣れた様子ですべてのブティックに入り、これは海鈴ちゃんに似合う、あれも可愛くって素敵、と海鈴本人よりも張り切って商品を吟味していた。

　しばらくすると大河原家を担当する外商部員が飛んできて、櫻子が選んだ品の伝票を次々と切っていく。望も止めようとしない。

　櫻子と海鈴では服の好みがまったく違うのだが、二人で暮らしていた期間がそこそこあるため、櫻子はその辺をきっちり把握している。海鈴が好みそうなトップスやスカート、スーツなどを次々と見定めていた。

　とはいえ海鈴にしてみたら、一着で諭吉が何枚も消えていく服など、そう何着も買ってもらうわけにはいかない。しかし人の話を聞かない櫻子の暴走は海鈴でも止められなかった。

　それをブティックごとに繰り返し、「いけない！　靴とバッグも買わないと！」と櫻子が言い出したあたりで海鈴は何も言わなくなった。

　櫻子の「海鈴ちゃんの身に着けるものは私が選ぶ！」という欲求が落ち着いてきた頃、すでに日が暮れかけていた。

　その後、ようやく帰れると思った海鈴が連れていかれたのは、ラクジュアリーホテルのフレンチレストランだ。とんでもなく贅沢なコース料理をいただいてから帰ってきた次第だった。

　セレブの買い物のすさまじさを体験した海鈴が、口から魂を吐き出してぐったりする。

　そんな海鈴の右側にぴったりとくっついて腰を下ろした櫻子は、このうえなく上機嫌だ。

「楽しかったねー！　明日も行きたい！」

「まだ買うものがあるのか？」

　妹の正面の席に座った兄は苦笑しているものの、その声には反対する要素は含まれていない。反対してほしい。

「ジュエリーがまだじゃない！　海鈴ちゃん、指輪をいっぱい持ってたんだから！　全部買い直さないと！」

　ここのブランドなの、と櫻子がスマートフォンでホームページを表示して兄に見せる。画面をのぞく彼へ、「海鈴ちゃんはジュエリーだけじゃなく、石そのものも好きだったりするのよ」と自分のことのように話していた。

「そうだな。明日はここに行くか」

　望があっさりと頷いたため、虚脱状態だった海鈴はカッと目を見開いた。

「待ってくださいっ、もうっ、もう本当にこれ以上は駄目です……！」

　デパートで購入した商品は持ちきれない量だったため、外商部員がこの家まで配送してくれた。すると客間の床は紙袋ショッパーで埋め尽くされ、奥にあるベッドまで歩く隙間さえなかったのだ。

　呆然と入り口で突っ立っていたら、背後から櫻子が『ここは衣裳部屋にして、隣の部屋を使えばいいから！』と笑顔で告げてきた。反論する気力もなく頷くしかなかった……

　しかしこれ以上の厚意は受けられない。焦りまくる海鈴だったが、櫻子は不思議そうに可愛らしく首をかしげている。

「海鈴ちゃんも故郷に帰ったら、このぐらいは普通でしょ？」

「まったく普通じゃないわ。うちはただの不動産屋だから」

　海鈴の言葉に望が口を挟んだ。

「海鈴さんの実家は不動産を営んでいるんだ？」

「そうよぉ！　海鈴ちゃんはおうちに帰ったらお嬢さまだもの！」

　なぜか櫻子が答えた。しかも彼女は両手を合わせ、「そうだ！」と甲高い声を上げる。

「ねえ海鈴ちゃんっ、お正月はおうちに帰るでしょ？　そのときお兄ちゃんに彼氏のフリをしてもらったらいいわ！」

　とってもいいことを思いついた、とでも言いたげな表情でとんでもないことを告げてくる。海鈴は限界まで目を見開いた。

「ちょっ、なんでそうなるのよ！」

「ほら、お母さまが婚約者を決めちゃって、駆け落ちするしかないって悩んでいたじゃない」

「それは駆け落ちしてくれる彼氏がいたらの話」

「今うちにいる状況が駆け落ちみたいなものでしょ？　私とシェアハウスをしているうちにお兄ちゃんと恋に落ちて、一緒に暮らし始めましたって筋が通っているわ」

「通ってないっ」

　噛みつくような表情で海鈴が反論すると、話に巻き込まれている望は興味津々の様子で身を乗り出した。

「櫻子、なんの話だ？」

「海鈴ちゃんの結婚問題についてよー」

「ちょっと櫻子……」

　海鈴のプライベートを語り出す櫻子を止めようとしたが、「まあまあ、いいじゃない！」と聞く耳を持たない。彼女の綺麗な瞳がきらきらと輝いている。

　櫻子がこういう表情になったら、やはり海鈴に止めることはできなかった。

「海鈴ちゃんはねぇ、田舎のおうちに帰ったらお金持ちのお嬢さまなの。しかも一人娘だから地元で結婚して家を継ぎなさいって言われてて。けど海鈴ちゃんはずっと東京にいたいって、帰りたくないって言ってるんだよねー」

　ものすごくざっくりとした説明に、海鈴は安堵から心臓辺りを手で押さえてホッと息を吐いた。自分が酔っ払った際に櫻子へ漏らしてしまった身の上話と、それに関わる秘密は言わないでおいてくれたようだ。さすがにそこまでおしゃべりではなかったと体の力を抜く。

「ふうん、どこの家でもそういう問題はあるんだな」

　望の実感がこもった声に、そういえばこの人は社長の孫で会社の跡取りだと海鈴も思い出す。

　不意に望が海鈴へ視線を向けた。

「婚約者を決められたって、親御さんが海鈴さんの意思を聞かないで勝手に？」

「……はい。しかも婚約者は父方の従兄弟で、私より五つも年下の大学生なんです」

「相手の子は喜んでいるとか？」

「まさか。その子はカノジョもいるし、私のような年上の女はやめてほしいって嘆いています。でも彼の家は分家というか、うちの親が決めたことに逆らえない風潮が残ってて……かわいそうなことをしました」

「嫌がる相手との縁談を進めるなんて強引だな。しかも従兄弟って、ほぼ身内じゃないか」

　本当にその通りなので海鈴は深く頷いた。田舎の閉鎖的な地域では、いまだに封建的な考え方がまかり通っている。

　望は腕組みをして宙を見上げると、数拍の間を空けて海鈴の目をまっすぐに射貫き、にこっと微笑んだ。

「わかった。ぜひ彼氏役をやらせてくれ」

　……この話の流れで、なぜその結論に至るのか理解できない。海鈴は口を半開きにしてまじまじと望の美しい顔を凝視する。

　そして櫻子が座ったまま跳びはねた。

「やったぁ！　お兄ちゃんなら海鈴ちゃんの彼氏でも許せるわ！」

「おまえに許してもらういわれはない」

「だって海鈴ちゃんの親友は私だもん！　私が認めた男の人じゃなきゃ海鈴ちゃんにふさわしくないわ！」

「はいはい。ありがとうございます」

　兄妹が仲良く何かしゃべっている。話についていけないと、海鈴は呆然としたまま固まって動けないでいた。数秒後、やっと我に返って兄と妹を順に見てから震える声を漏らす。

「待ってください……そんな、そんなこと、軽々しく決めちゃ駄目です……」

　蚊の鳴くような声で呟くと、望はうろたえる海鈴の斜め向かいの席に移動してきた。彼は海鈴の左手を両手でそっと包み込む。

「君の助けになりたいんだ。櫻子の言う通り彼氏のフリでも、ここで暮らせば同棲だと思われるだろ。本当に付き合っているかどうかなんて、遠くで暮らすご両親にはわからないんだから」

　――それより、なんで手を握っているんですか。

　海鈴は肌から感じ取る温かさにほっこりしてしまい、数秒後、慌てて手を引いたものの解放されなかった。それどころか望の長い指がこちらの指と絡み合って恋人つなぎになる。

　こんなこと、会社の同僚や男友だちにやられたらセクハラだと手を振り払うのに、色っぽい眼差しに見つめられて海鈴は頬を染めてしまう。

　昨夜から自分はおかしい。友人の兄にこのうえなく優しくされているからって、親切心でしかないのに心を揺らすなんて。

「どうかな。僕なら君の力になれると思うんだけど」

　話が続いていることを理解した海鈴は、それで親が納得してくれるだろうかと疑問を抱く。

　父親は賛成してくれるだろう。娘に甘い父は、よほどのクズ男でなければ反対しない。

　だが問題は母親だ。この縁談を調えた母は、烈火のごとく怒ると思う。父親がなだめたとしても、普段は夫に従順なはずの母親は、娘の縁談だけは己の意見を絶対に曲げない。

「……最悪、うちの母親が乗り込んでくるかもしれません」

「かまわないよ。君をいかに愛してるかアピールするだけだ」

「あっ、あいっ……ええぇ……っ」

　麗しい微笑を浮かべた絶世の美男子から、「愛してる」なんて告げられて、それはお芝居だとわかっていても胸がときめいてしまう。

　――この人、私が本気で好きになっちゃったらどうするつもりなんだろ。

　彼氏のフリなのだから、偽恋人から好意を向けられたら望の方が困るだろう。もちろん好きにならなければいいのだが、熱烈に恋をしているような視線に射貫かれると本気で勘違いしてしまう。人間は欲望に弱い生き物なのだから。

　櫻子の兄というだけで彼を警戒していた。櫻子は友人だが、彼女の祖父にいい印象を持っていなかったため、望を無意識のうちに避けていた。なのに心が自分の意志に反して彼に寄り添ってしまう。

　海鈴は見つめ合う彼の瞳から、必死の思いで目を逸らした。

「昨日から十分、助けていただきました。感謝しています。でもこれ以上はもう……」

　すると望が、ふむ、と宙を睨んでから、すぐにニコリと微笑んだ。

「仮の話だけど、今回の火事の原因が君だったらすごく責任を感じるよね？」

「えっ、あ、はい……それはもう……」

「僕も同じだよ。どれほど詫びても気が済むことなんてない。なぜならあの家にあった思い入れのある品々は、同じものを買ったとしても決して同じものではない」

「…………」

　目線を落とした海鈴は、父親からの贈り物と、それらに必ず添えられていた手紙を思い出す。

　生きていくうえで必要ではないが、これからも大事に取っておくつもりだった。自分にしか価値はないけれど、お金では買えない大切なものたち。

　自分は心の片隅で、大好きな父親と縁が切れることを恐れていた。そんなことはないとわかっていても、その不安を拭ってくれるのは、父親の気持ちが込められた品や手紙だ。私はお父さんに愛されていると信じられる、ずっと大切に保管しておいたもの。

　あれを失ったのは本当につらくて悲しい。

　……だから望の言うことは一理あると思う。

　たしかに自分が火災を起こして櫻子を危険にさらしたら、どれほど謝っても彼女が無事でも、罪悪感が心につきまとう。櫻子には帰る家があって生活を立て直す財力がある、という言い訳は通じない。

　心の片隅では、今の櫻子は罪悪感をまったく抱いていない様子だ、とか、兄がそこまで責任を感じる必要はない、との反論もわき上がる。しかし望が言いたいことは理解できた。

　そして彼はよほどできた人間であることも察せられた。

　――普通は妹の友人にこんな申し出はしないでしょうに。いい人だな。

　責任感の強い親切な人だと感じていたが、それ以上に、この人ならば甘えてもいいかなと信頼を抱くことができた。

　いまだに手を握ってくる望の端整な容貌を、海鈴はおそるおそる見つめる。

「じゃあ……お願いしてもいいでしょうか……」

「もちろん」

「やったぁ！　これで海鈴ちゃんは私のお義姉ねえちゃんね！」

　櫻子が海鈴の右手を両手で包み込む。海鈴は両手をそれぞれ兄と妹に握られ、目を白黒させた。

「お義姉ちゃんって、そこまでは……」

「海鈴ちゃんのお母さまがお兄ちゃんとのことを疑わないよう、私も協力するね！」

　あ、そういうことか。と海鈴は納得する。

　彼氏の妹が兄の恋を応援していれば、海鈴の母親が望を偽の彼氏だと疑うことはないだろう。たぶん。

　――本当に破談にできたら、ありがたい。

　この縁談は、一人娘を地元で結婚させたいという願いから来るものではない。母親はなにがなんでも〝従兄弟〟と結婚させたいのだ。

　なぜなら父方の親族のうち、海鈴と結婚できそうな年頃の独身男性が、その従兄弟しかいないから。他の親族の男性は既婚者だったり、小中学生の年齢だったりする。

　巻き込まれた従兄弟はいい迷惑だろう。彼のためにも破談にしてあげたい。

　だから望の厚意はとてもありがたかった。彼を見れば、あいかわらず人好きする笑顔でこちらを見つめてくる。

　まばゆいばかりの笑みが眩しく、そしていまだに両手を兄と妹に握られるという、おかしな状況に変な笑いがこみ上げてきた。

















第三章












　翌日の日曜日は、海鈴にとって大変な一日となった。

　午前中から海鈴のお気に入りのジュエリーショップへ行く予定だったが、出かける前に望から、「付き合ってるフリをするなら敬語も禁止」と告げられたのだ。

　そんなことを言われても海鈴はなかなか割り切れないうえ、彼がいつものように接近してくるから、反射的に後ずさってしまう始末。

　その露骨な態度に望は肩を竦めた。

「その様子じゃあ、僕が恋人だと信じてもらえないぞ」

「……わかってます」

「敬語」

「……わかってるわ。でも、慣れてないし、恥ずかしいし……」

　すると望が海鈴の両肩をつかみ、上半身を傾けて耳元で囁いてくる。

「僕のこと、望って呼んでみな。君のことも海鈴って呼ぶから……」

　湿り気を帯びた低いかすれ声に、海鈴はゾクゾクと背筋がわなないて悲鳴のような変な声を漏らしてしまった。

「さすがに呼び捨てはできませんっ」

「敬語」

「呼び捨てにはできない！」

「先が思いやられるな。――そうだ、櫻子」

「なになにぃ？」

　兄たちをわくわくした表情で見つめていた妹は目を輝かせる。

「海鈴と二人きりで出かけてもいいか？　もっと親密な空気を出せるようにしないと」

「いいわよ！」

　即答した櫻子へ、海鈴は裏切り者と叫びたいのをグッとこらえた。

「待って！　二人だけで出かけるのはもうちょっと後で！」

「今でも後でも変わらないだろ」

「もう少し、もうちょっと望さんに慣れてからで……お願いします！」

　ただでさえお芝居だとわかっていても、優しくていい男から本当の恋人のように扱われて、気持ちが千々に乱れているのだ。二人きりで出かけると挙動不審になる、絶対に。

　海鈴の切実な訴えに望が折れたのか、とりあえずその日は三人で出かけることになった。

　そして翌日の月曜日。午後八時過ぎ。

　会社で入力ミスを連発した櫻子に付き合って、海鈴はようやく残業を終えた。今年の業務は一応今日で終わりなので、ホッとして肩の力を抜く。

　明日の仕事納めは、棚卸しと大掃除と納会だった。

　小倉コーポレーションは敷地内にオフィスビルと大型倉庫がある。倉庫の棚卸しをしながら大掃除を行うと終わるのは夕方近くで、毎年午後四時頃から納会を始めていた。

　――けど年末休み中も出勤日があるからだるい……今年は三十日に出勤かぁ。年末ぐらいずっと休ませてほしい……

　営業部と商品部の社員に限って、年末年始の休業中も交代で勤務している。

　取引先に年中無休のホテルや飲食店があるため、酒や飲料がなくなった、とか、発注し忘れた、などの急ぎの注文が入ることも少なくないのだ。

　海鈴と櫻子は営業部のアシスタント課に在籍しているのもあって、今年は一回だけ連休中に出勤する日が入った。

　そして海鈴は櫻子とワンセットで数えられているため、二人の休日スケジュールはまったく同じになる。

　憂鬱な気分を抱えつつパソコンの電源を落としたとき、櫻子がはしゃいだ声を上げた。

「海鈴ちゃ……櫛川さん、お兄ちゃんが櫛川さんを迎えにきてるって」

「え、なんで？」

「なんでって、彼氏なら当たり前じゃん！　デートのお誘いに決まってるわ！」

　やや甲高い櫻子の声に、営業部の男性社員が反応した。

「櫛川さんの彼氏って、大河原さんのお兄さんなの？」

「そうですよ～！」

　海鈴が慌てて櫻子の口を塞ごうとしたが、間に合わなかった。

「ってことは櫛川さんって玉の輿になるんじゃない？」

　にわかに騒ぎ始めた営業部から、海鈴は櫻子を引っつかんで逃げるように退出した。エレベーターに乗り込むと疲れたため息を漏らす。

「櫻子……望さんのことは会社の人に言う必要はないでしょ」

「どうして？　海鈴ちゃんが彼氏持ちって思われないと、他の男の人が寄ってくるじゃない」

　浮気は駄目よ！　と、人差し指をビシッと立てて言い募る櫻子にめまいがするようだった。働きすぎだろうか。

「……噂って消えずに残ることもあるじゃない。望さんが彼氏のフリをする必要がなくなったとき、あの人の迷惑になっちゃうわ」

「そのときは本物の彼氏になってもらえばいいじゃない」

　……本気でめまいを感じた。やはり働きすぎかもしれない。

「人の気持ちは他人がそう簡単に動かせないわよ。……あんな親切な人、困らせたくないのに」

　エレベーターが一階に着き、箱から出た二人はエントランスホールでコートを羽織る。マフラーを首に巻く櫻子は、海鈴を見て不思議そうな顔つきになった。

「お兄ちゃんは全然親切な人じゃないわよ」

「え……そうなの？」

　こんなに良くしてもらっているのに？　との疑問が海鈴の顔に出るが、櫻子は首を縦に振る。

「基本的に他人に関心を持たないかなぁ。特に女の人には」

「えぇっ」

　海鈴の唇からものすごく意外そうな声が漏れた。火事の夜から望の親身な対応に恐縮していたため、信じられない言葉だ。

「ほら、お兄ちゃんって顔がいいでしょ。立っているだけで女の人が近づいてくるから、女性に親切にするって感覚がないの。その必要がないっていうか」

「あー、まあ、そうなるかもね」

　あんないい男、櫻子の兄でさえなければ海鈴だって目で追ってしまう。

　常に入れ食い状態の男なら、相手女性に合わせたりせずとも、気に入らなければ恋人を替えればいい。尽くしてくれる女はいくらでもいる。

　櫻子によると、現在の望は修業先の企業で平社員として忙しく働いているため、女性関係は大人しいという。しかし大学時代は派手に遊んでおり、望にふられた女性が泣きながら自宅に押しかけてきたこともあったそうだ。

　ふーん、と相槌を打ちながらビルの入り口に向かう海鈴は思う。望のような『来る者拒まず、去る者追わず』のイケメンがここまで親切にしてくれるのは、やはり妹の不始末を気に病んでいるのだろう。

　やはり律義で義理堅い人だと感心する。

　二人して自社ビルを出て寒風に身を震わせたとき、望が出入り口の脇に立っていることに気づいた。彼は妹たちを認め、人当たりのいい笑みを浮かべて近づいてくる。

「二人とも遅くまでお疲れさま」

　彼も仕事帰りのようで、スーツに黒のステンカラーコートという姿だ。背が高く脚が長いので、とても格好いい。

「お疲れさまー、お兄ちゃん！」

「……お疲れさまです。わざわざ迎えにきていただいてすみません」

　すると望が海鈴に近づき、長い人差し指で彼女の下唇をふにっと軽く押す。

「敬語は駄目って言っただろ」

　やたらと甘い声で歌うように囁かれる。あいかわらず海鈴の対人距離パーソナルスペースへ侵入するほど近くて、彼女はその場で跳び上がりそうになった。それでも昨日注意されたことを覚えているため、後ずさりしそうな体を意志の力で止めて踏みとどまる。

「えっと、迎えにきてくれてありがと、望さん」

「そう。僕は謝られるより、ありがとうって言われた方が嬉しい」

「うん……」

　熱っぽく見つめてくる眼差しに耐えきれず、海鈴はそっと視線を横にずらした。

　――ああもう、勘違いしそうになる！　というか勘違いしたいに変わりつつある！　お芝居じゃなくってこのまま付き合ってくれないかなーなんて厚かましいことを考えちゃう！

　いかんいかんと内心で激しく首を振る。たった今、櫻子の話を聞いたばかりなのに何をとち狂っているのか。

　このとき櫻子がちょうど通りかかったタクシーを停めて乗り込もうとしたため、海鈴は慌てて声をかける。

「どこ行くの櫻子！」

「どこって帰るのよ。私がいたらお邪魔虫になっちゃうじゃない」

　にこっと可愛らしく微笑んだ彼女は、さっさとタクシーに乗り込んで去っていった。なぜこういうときだけ常識的になるのだろう。いつもは非常識な子なのに。それに自分は、二人きりで出かけるのはもう少し望に慣れてからとお願いしたのに……

「海鈴、食事に行こうか。食べたいものってある？」

「え、あ……食べたいものというか、肩肘張らないお店がいいかな」

　昨日までの二日間、服や靴、ジュエリーなどを買いまくる間、お腹が空いたときに立ち寄るお店は超一流の有名店だった。櫻子のリクエストによるものだが、そういうお店はたまに行くからこそ楽しめると思っている。

　海鈴の願いを聞いた望は、小倉コーポレーションからそう遠くない創作料理の居酒屋に案内してくれた。

「ここ、珍しい日本酒がそろってて、同僚とたまに飲みにくるんだ」

「へえ……望さんでも普通のお店を利用するのね」

　そのとたん、ぶはっと望が噴き出した。

「僕をなんだと思ってるんだ。僕は家を出たら普通のサラリーマンだよ」

　そういえばそうだったと、彼の屈託のない笑顔に海鈴もつられて微笑んだ。

　案内されたテーブル席でとりあえずビールを頼み、望と乾杯する。

　このお店は今が旬のあん肝や真鱈の白子などがとても美味しく、途中で望に勧められたいくつかの日本酒に合わせると、美味しいものを食べる幸せで気まずい気持ちが解けていった。

　海鈴の唇が自然と弧を描く。櫻子と飲みにいくと、彼女は酒が弱いくせに酒を飲みたがってすぐに潰れ、いつも短時間で帰っていた。こんなにたくさんのお酒を楽しんだのは久しぶりだ。

　海鈴がいい感じにリラックスできた頃、望は話を切り出した。

「今日、君を誘ったのは僕のことをもう少し知ってもらいたくてね」

「望さんのこと？」

「君のことをもっと知りたいと思ったんだけど、それならまずは自分の手の内を見せるべきだろ」

　櫻子がいるとなかなか話が進まないから、と肩を竦める望の様子に海鈴も苦笑する。櫻子のマシンガントークは自分のことしか話さない。

「でも、望さんというか大河原さんの家のことだったら櫻子から聞いているわ。ご両親はずっと海外にいらっしゃって、おじいさまとおばあさまが保護者だったとか」

「そう。でもその理由は知らないだろ。うちの親は駆け落ち同然で結婚したから、日本にいるとじいさんたちがうるさいんだよ」

「え……それは知らなかったわ」

　考えてみれば櫻子はおしゃべりな方だが、それでも漏らしてはいけない一線というのをわきまえている。海鈴の結婚についても肝要なところは兄に話さなかった。

「僕の母はごく普通のサラリーマン家庭で育った人でね。大河原が経営するホテルのフロントで働いていたんだ。そのときホテルの視察に訪れた父が見初めて口説いたのがなれそめ」

「へぇ、現代のシンデレラストーリーね」

　この手の話が嫌いではないため、海鈴は興味を抱いて身を乗り出す。正面に座る望も身を乗り出すから互いの距離が近づいた。

「そう。でも祖父の反対がすさまじかったそうで、父は勝手に婚姻届を出して母と暮らし始めたそうだよ」

「たしかに駆け落ち同然ね……」

「ああ。そうこうするうちに僕が生まれて、祖父も諦めて母を大河原家の嫁として迎え入れた」

　しかし望の両親を取り巻く環境は厳しく、母親は体を使って跡取りをたぶらかした女だと中傷されて心を病んでしまう。そこで父親は妻を守るため、海外のホテルを買収する部門に就くと、妻と娘を連れて日本から逃げ出した。

「あれ、望さんは？」

「祖父が、自分が跡取りとして育てるって離さなかったんだ。それで」

「……家族を引き裂くなんて、悲しいわね」

「まったくだ。でも櫻子は僕に懐いてたから、日本に帰りたいってずっと泣いてたそうだよ。それで櫻子だけ帰国することになった」

　望たちの両親は頻繁に帰国しては子どもたちと会っていたが、さすがに二人が成人した後は疎遠になっているという。

　――セレブのお家騒動も大変なのね。

　海鈴は手酌で日本酒を飲みながらふんふんと頷くが、そこであることに気がついてハッとした。

「じゃあ、嘘だとしても私とお付き合いするっておじいさまに知られたら、すごくまずいんじゃない？」

「大丈夫。じいさんも今ではさすがに考えを変えているよ」

　櫻子は兄恋しさに帰国したが、やはり両親も懐かしがって、日本と海外を往復する時期が長かった。望もまた家族がバラバラになる原因が祖父にあると察していたため、祖父母に懐かず他人行儀に接し続けた。

　祖父の方も、親と子を離れ離れにさせてしまったのは自分だと理解しており、いつしか己の行動を反省したという。

「まあ頑固じいさんだから今さら息子夫婦と和解なんてできないけど、孫の恋愛や結婚に口を挟むことはなくなった。我がを通そうとしてもいい結果にはならないって学習したようだ」

　そこで一度言葉を止めた望は、情熱的に海鈴を見つめ「だから僕は恋愛や結婚に制限はないんだ」と続けた。

　そこそこ酔いが回った海鈴の方は気づいておらず、冷酒徳利から酒を注ごうとして、空になっていることを嘆いている。まだ意識はまともな状態だが、いつも望に対して無意識に築く壁が低くなっていた。

　望は珍しく警戒心を解いている海鈴を見て唇の端を吊り上げる。海鈴用の酒を追加してから会話を続けた。

「君のことを聞いてもいいか？　櫻子はどうして君にあれほど懐いてるのか、ずっと不思議だったんだ」

　櫻子にも同じ富裕層の令嬢たちと親交はあったが、あれほど甘えて無邪気に懐くのは海鈴しかいない。

「んー、そうね……初めて会った頃は昔の自分とよく似てて、会うたびに傷を抉られるからつらかったけど」

「傷？」

「そう。私は東京の大学に進学するまで、自分でも呆れるぐらいわがままなお嬢さまで、言うなれば女王さまとして振る舞っていた……」

　お山の大将であった過去を自分で言うのは心が軋む。日本酒を飲むことで己の感傷をごまかした。

「女王さまって、男を従えていたとか？」

「従えていたのは女の子の方……私の実家は地元の大地主で、実家の所有地には公共の施設や企業や賃貸物件が建ってて、最近では大型ショッピングセンターが建設されたって聞いたわ。そういう家の一人娘として生まれたの」

「何もしなくても金が入ってくる家だな」

　そうね、と海鈴は苦笑する。

「うちはその地域では名士になる家系で、父は町長の後援会長なんかやってて、私はそこの総領娘で……地方のド田舎という限られた狭い一帯で私は無敵だった。本当に女王さまとして振る舞ってて、それが許される環境だった」

　当時を思い返すたびに、胃液のような苦くて酸っぱい感情が胸に迫る。口を開くと声にならない叫びが吐き出されそうで、気を紛らわせたくて再び日本酒を飲み干した。

「今の君からは想像もできないけど、たしかに櫻子と一緒だな。あいつも世界の中心は自分だと思い込んでいる」

　いつも通りの彼の態度に、やさぐれていた心が慰められた気がした。幻滅されたら席を立っていたかもしれない。

　君のことを聞いてもいいかと望に問われても、適当な話をしてごまかすこともできた。素直に身の上話をしてしまったのは、彼に聞いてほしかったのか、肯定してほしかったのかと思う。――この人なら、私を蔑んだりしないと予感があったから。

　ふふ、と海鈴は嬉しそうに微笑む。

「そう。甘やかされて望みはなんでも叶えられ、誰からもちやほやされて叱る人もいなければ、とんでもなく傲慢な人間ができあがる。……でも私は高校三年生のときに風向きが変わって、親元を離れて東京に進学して、故郷に帰らないと決めて一人で生きていこうと東京で就職した」

　母親からは許さないと、一切の金を出さないと進学の際に言い渡された。父親が妻を説得して学費を出してくれたから助かったけれど、仕送りはなかった。アルバイトと勉強に苦労したが、いい企業に就職できたから今は自分一人の力で暮らしている。

「そんなとき、櫻子に出会った……。昔の自分を見ているようでキツかったけど、私はあの子の立場を理解できるというか……」

「同情した？」

　テーブルに落としていた視線を望の端整な顔へ向ける。

「……そうなんだと思う。怒った？」

「まさか。納得したよ。人を振り回す妹と友だちをやっていける人間って、どんな聖女だろうと思っていたから」

「私は聖なる心を持つ人間なんて、この世に誰一人として存在しないと思ってるわ」

「そうだな。僕もだ」

　顔を見合わせ、二人して同時に笑い出した。望は笑顔が素敵な穏やかそうな好人物だが、どうやら内面はそうとも限らないようだ。彼にもっと好感を抱く。

　……櫻子のそばにいると、平凡な容姿の海鈴は引き立て役になる。でも彼女を憎めなかった。

　蝶よ花よと甘やかされたお嬢さまだと、会ったときから気づいていた。自立するための知識と経験を与えられず、そのままでいいと、何もしなくていいと愛されて育ったと。そんな幸福な子どもが成人し、変わることなく大人になった。

　……それは転じて、一人で生きていけないよう育てられたことにもなる。

　大河原家ほどの富裕層ならばそれも許されるのだろう。身の回りの世話は誰かに任せたらいい。シェアハウスで暮らしていた間も、岩田が通っていたぐらいなのだから。

　だが今の世の中、何が起きるかわからない。もし現在の環境が崩れたら彼女はどうなるのか。

　それにもしかしたら、櫻子はもっと広い視野を持っている人なのかもしれない。可能性を試すことさえできなかっただけで。

　後継者となる兄の方は厳しい教育を受け、海外へ留学させられたと聞いたことがある。多様な価値観を身につける機会が与えられたのに、妹は甘やかされるだけだった。

　育てた者は、ただただ愛しかっただけかもしれない。それでもわがままお嬢さまという人間は、作られるべくして作られるのだ。

　自分が見える範囲以外の世界を知らない、社会の渡り方とかモラルとか、成長過程で吸収する知識さえ持たない、他人の思惑を察知する能力さえも会得していない……本当にかつての自分とそっくりだ。

　己がそうであると知らないままでいるのなら幸せだが、海鈴は知ってしまった。

　だから今でも過去を思い出すのがつらい。それゆえに、あの子をうっとうしいと突き放せなかった。

「……櫻子が私に懐いたのは、似た者同士というか、似たようなシンパシーでも感じ取ったのかも……聞いたことはないけど」

「そうかもしれないな」

　話ながら望が酒を注いでくれる。とろみのある日本酒はお猪口一杯分しか残っていなかった。話しているうちに飲むペースがずいぶん上がっていたようだ。

「違う酒にしようか」

　彼が店員を呼ぶ声を聞きながら、海鈴は盃に波打つ透明な酒を見つめ、一気に呷った。

















第四章












　翌日の仕事納めは重労働だった。

　大掃除と棚卸しをする小倉コーポレーションの倉庫がとにかく広い。そして毎年、棚の陰や所定場所とは違うところから、思いもよらない商品が出てくるから慌ててしまう。在庫管理のずれをここで修正する意味もあるため、隅々までチェックしつつ掃除をする必要があった。

　すべてを終えて大会議室で納会が始まったのは午後四時半。海鈴だけでなく、普段デスクワークが主な社員はクタクタだった。毎年のことだが。

　――うう、櫻子が羨ましい……私も早退したかった……できるわけないけど。

　新卒社員である櫻子は初めての年末行事に張り切って参加したものの、一時間ほどで体力が尽きたらしくヘナヘナと座り込んでしまった。

　棚卸しに加わっていた小倉社長が、『誰か倒れたの？　……大河原社長のお孫さん!?　ちょっ、早く帰してあげなさい！』と猛烈に焦ったため、櫻子も素直に帰宅を受け入れた。羨ましい。

　それを聞いた直属の上司は渋い顔をしていたが、『まあ大河原さんは仕方ないね』とすぐに肩を竦めていた。

　櫻子が入社することによって、小倉コーポレーションは大河原家のリゾートホテルグループと大口契約を結び、売り上げが大幅に上昇している。

　社長の孫娘である彼女に労働は求められていないのだ。結婚退職するまでの社会勉強なのだから、小倉コーポレーションにマイナスイメージを抱かない程度に在籍してくれたらそれでいい。

　一部の社員はそういった事情を読み取れないため、使えない人材である櫻子の陰口を叩くことも少なくなかった。お守り役になった海鈴を、犠牲だとか人身御供だと評する人もいた。

　――私はそういうのかまわないけど……櫻子が自分を取り巻く思惑を理解できないのを見てると、ちょっとつらい。

　自分もそうなっていたのかと恐ろしくて。

　本来なら海鈴は地元の大学に進学して、就職せずに実家で花嫁修業と称した家事手伝いをし、今ごろは従兄弟と結婚しているかもしれない。

　古びた価値観が郷里には色濃く残っており、自分もロマンティックな恋愛がしたいと望みながらも、お山の大将として君臨できる故郷が居心地よかった。

　しかし今はもう、実家に帰りたいとは思わない。

　とはいえこのままでは、本当に従兄弟との結婚式の日取りを決められそうだ。やはり駆け落ちしてくれる人でも現れない限り、母親の説得なんて難しい……

　そこで〝駆け落ち〟の言葉に、望の端整な顔を思い返して変な声が漏れそうになった。

　――何考えてるのよ、私……あの人は彼氏のフリをしてくれるだけで、駆け落ちなんて頼めないって。だいたい駆け落ちは頼むようなことではないし、あの人も家の跡継ぎなんだし……

　望との偽恋人関係で、本当に婚約を破談にできるのだろうか。彼は自信がありそうだけど。

　不安な気持ちを意識したくなくてビールを飲み続けていたら、そこそこ酔いが回ってしまった。疲労がたまっているうえに空腹で、しかも食べ物はあたりめといった乾き物ぐらいしかない。

　二時間ほどでお開きになり、若手社員たちで後片づけをしていると望からメッセージが届いた。彼の方も納会が終わって解放されたらしい。会社まで迎えに行くとのメッセージに、海鈴はこそばゆいような恥ずかしいような複雑な気持ちを抱く。

　それから三十分後。小倉コーポレーションにやって来た望は海鈴を見て軽く目を見開いた。

「もしかして酔ってる？」

「うん……納会で飲みすぎて」

「食事に行こうと思ってたけど、帰るか？」

「ううん。すごくお腹が空いたの……すぐにご飯食べたい。お腹減った……」

　アルコールの影響で、いつも望に対して築いている無意識の壁が崩れかけていた。そのことを察した彼は、「たしかに飲みすぎてるな」と笑った。

　彼はおぼつかない足取りの海鈴を支えるようにしてタクシーに乗せると、「こういうこと、よくあるのか？」と聞いてきた。

「こういうことって……？」

「酔った状態で男と会うってこと。危ないだろ」

「何が……？　望さんは、危なくないでしょ……？」

　ふと、望側にある右手が温かいものに包まれた。自分の手を見下ろすと彼の指が絡まっている。

　互いの指が絡まり合う様子が何か不思議で、にぎにぎと指に力を入れたり抜いたりしていたら望に笑われた。

「本当に、危ない」

　彼の長い人差し指が海鈴の頬を軽く突いた。その表情がなぜか嬉しそうで、自分を見つめてくる眼差しが優しくて温かく感じるから、海鈴も嬉しくてにこっと笑みを浮かべる。

　邪気のないその笑顔を見て、なぜか望は真顔になってしまった。

「どうしたの……？」

　海鈴が首をこてっと傾ければ、彼はすぐに唇の端を吊り上げる。

「いや、なんでもない……食事は僕に任せてもらってもいいか？　うまい酒を出す店がある」

　昨日、連れていってくれたお店は料理も酒も美味しかった。なので海鈴は、自分がすでにかなりの量の酒を飲んでいることも忘れて頷く。

　望が連れていってくれたホテルのレストランバーは、たしかにシングルモルトが美味しかった。

　海鈴は食事の最中、彼の言葉が自分の頭を素通りしていくのを感じていた。

「君は酒が入ると素直になるな。……言い換えると、酔っ払わなければ近づいてくれない。いつまでも僕に対して壁を作っている」

　自分がどう言い返したのか、もうよくわからなかった。君との壁を崩したいとか、今の君を見ていると馬鹿なことを考える、とか言われたような気がする。

　正常な判断ができなくて、ただ、ずっと手のひらが温もりで包まれていたから、その温かさにすがっていた。

　彼に抱き寄せられたときも、人肌が温かいとしか思わず、眠気に誘われて素直に瞼を閉じた。

　そのため目を覚ましたとき、視線の先……正確には肩が触れるほどすぐ隣に望の寝顔を認め、全身が硬直してしばらく動けなかった。

　――これはいったい、どういうこと……？

　同じベッドに横たわっているのは、数日前に知り合ったばかりの、友人の兄で間違いない。疲れているのかよく眠っている。

　落ち着け、と海鈴は落ち着かない思考で自分に言い聞かせ、この状況になった経緯を必死に思い出そうとした。

　昨夜はたしか……納会でかなり飲んでしまった後に、彼が会社にまで迎えにきてくれた。

　勤務先では取り扱っていない珍しいシングルモルトを味わい、美味しい料理に舌鼓を打ち、思う存分、お酒を味わっていい気分になった。

　……その辺りから覚えがない。どれほど努力しても思い出せない。

　おまけに今の自分は全裸だったりする。ベッドシーツのなめらかさを、素肌で直接感じているのだ。

　手と足の先だけで感じ取っているわけではない。全身、それこそお尻や胸といった、寝るときに必ず隠している部分で感じる。

　そこで海鈴はおそるおそるシーツをめくって自分の体を見下ろした。このとき望の裸体も目に入ってしまい慌てて顔を背ける。

　酒を飲んだ男女が素っ裸で同じベッドで一夜を過ごす。何も起きないわけがない。

　――待って待って！　裸だけどヤった感じはしないわ……セーフじゃないの？

　海鈴の体に違和感やだるさなど、情事の痕跡は残っていなかった。

　男に組み敷かれたならば、それ相応の感覚が体には刻まれている。さすがにそれぐらい経験はある。

　だが自分の体にそういった名残を読み取れなかった。

　どういうことなのか混乱した海鈴は、そこで朝の生理現象が限界に近づいて、まずトイレに行くことにした。

　望を起こさないよう、慎重にベッドから下りて生まれたままの姿で辺りを見回す。

　――ここ、どこ？　ホテルよね？

　出張で利用したビジネスホテルとは全然違う、広くて居心地のよさそうな部屋だった。

　キングサイズの大きなベッドに、アンティーク調のテーブルとソファ、重厚感のあるライティングデスクと革張りチェアまである。どう見ても普通の部屋とはクラスが違う。

　それよりトイレはどこだろうと、胸と局部を隠しながら心許なく部屋をうろつく。いくつかある扉を開けていくと、パウダールーム内に見つけた。

　助かったと安堵したものの、手を洗ったときに鏡を見てギョッとする。

　メイクをしたまま眠ったため、マスカラが落ちて派手なクマができているのだ。ファンデーションも崩れてひどい顔である。

　なんとかしなくてはと焦る海鈴は、パウダールームと続き間になっている広いバスルームに目を向けた。バスタブとウォッシュルームがガラスで仕切られている。

　海鈴は今どのような状況に陥っているのかも忘れ、アメニティの中からクレンジングオイルをつかんでガラスの扉を開いた。

　メイクを落として熱めのシャワーを浴びると、ようやく気分がさっぱりとしてくる。ついでに髪も洗いながらこの状況を冷静に考え始めた。

　久しぶりに深酒をして許容量を突破し、酔い潰れたのは間違いない。

　おそらく自分は寝てしまったか、酩酊して歩くことが困難になったのではないか。それで望はホテルで休ませてくれたのだと思う。……同じ家に住んでいるのだから、酔っ払いをタクシーに放り込んで帰宅すればいいじゃないか、との疑問は考えないでおく。

　服だって皺になってしまうから脱がせてくれたのだと思う。……全部脱がさなくてもいいのでは、との疑問も考えないでおく。

　とにかく手は出さないでくれたのだ。すべて彼の厚意によるものだと信じたい。たぶん。

　このときいきなり背後のドアが開き、びくっと反応する海鈴が勢いよく振り返った。

　脳裏に思い浮かべていた男が全裸のまま入ってくる。

　悲鳴を上げる間もなく抱き締められた。下腹部に棒状の硬い存在を感じ取って軽くパニックに陥る。

「え、なっ、ちょっ……」

　焦るあまりおかしな声が漏れるだけで拒絶の言葉が出てこない。両手で彼の体を押すものの、びくともしなかった。

　今まで交際した相手は草食系ばかりで、男の強引な様を見たことがないため、ひどくうろたえてしまう。

　いきなり、じゅるっと淫らな水音と共に耳を舐められた。

「ひゃっ」

　そこに舌が這うのは初めてのことで、鳥肌が立つようなゾクゾクした感覚に身を縮ませる。

　望が海鈴の初心うぶな反応を愛でつつ、耳朶を舐めながら熱い吐息を吹きかけた。

「目が覚めたら君の姿がなくて慌てたよ。僕を置いて帰ったかと思った……」

　悲しそうで切なそうな声音に、心から望に求められている気がして胸がきゅんとする。まるで彼に愛されているようなときめきが心臓の鼓動を速めた。

　しかしすぐさま、望とは恋人のフリでしかないと思い出す。

「待って望さんっ、私……こういうつもりであなたに彼氏のフリをしてってお願いしたわけじゃ……きゃっ！」

　男の長い指が乳房を揉みしだいてくる。まだ柔らかい乳首を引き出すように指の腹で刺激してくるから、動揺しつつも微量の快感を拾って冷静さを失う。

「やっ、だめ……！」

　手を引き剥がそうとすれば、顎をすくい上げられて唇を塞がれた。

「んっ！」

　目を見開いたまま呆然と受け止めてしまったのは、望が迫ってくることに混乱して動けないのと、その口づけを優しいと感じてしまったから。皮膚の感触を確かめるみたいに、ふにふにと唇を啄ついばまれる。

　直後、逃げなくてはと彼の顎を押して唇を離した。するとその手を握られ、抱き締めていた彼の手がこちらの後頭部をつかんでくる。

　女の頭蓋骨など片手で固定できるほど大きな手に捕らわれ、頭部を軽く持ち上げられた。

　顔が上向きになれば自然と口が開く。唇の隙間に肉厚な舌がぬるっと滑り込んだ。

「んっ、ふぅ……っ」
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　怯えて逃げる海鈴の舌に望の舌が絡みつく。自分とは違う体温を舌で感じた海鈴は、背筋が震えて全身から力が抜けそうになった。

　今までディープキスはしたことがない。

　かつて二人の男性と付き合ったが、どちらもキスは唇を触れ合わせるだけだった。海鈴が好奇心から舌を伸ばしてみたこともあったけれど、元カレは素早く逃げてしまって。

　だから舌を絡ませる深いキスなど、ＡＶの演出だと本気で思い込んでいた。

　それなのに望に口内を嬲なぶられ、歯の形をなぞるように舐められ、快楽を感じてしまい思いっきり動揺する。

　――どっ、どうしよう……気持ちいい……

　舌が根本からしごかれる濃厚な口づけに、自分の下腹が疼くのをはっきり感じ取った。恥ずかしくていたたまれなくて、内腿をすり合わせて気を散らそうとする。

　キスだけで肉欲が刺激されるなど初めてだった。だんだんと羞恥と劣情で鼻呼吸がうまくできなくなる。

「んんっ、ん、くふぅ……っ」

　息苦しさに舌を引っ込めても彼の舌が追い縋り、捕らえられた舌はしごくように吸われる。舌同士がすり合わされる淫らな感触に、背骨が軋むような愉悦が全身を駆け巡った。

　下腹だけでなく、脚の付け根の奥、恋人以外には許さない秘部にまで甘い痺れを感じる。

　望とのキスに感じていると悟り、自分のいやらしさに身の置き所がない。それに流れ込む唾液で溺れそうだった。呻きながら彼の背中をばんばんと叩く。

　海鈴の様子に気づいた望がようやく唇を解放した。

「ぷはぁっ、はぁっ、はぁ……」

　肩で息をする海鈴を、望がギュッと抱き締めてくる。びくっと身を竦める海鈴の様子にはかまわず、彼は長い指で彼女の耳を覆うセミロングの髪をかき上げ、露わになった耳朶に唇を押しつけて囁いた。

「僕を拒むな、海鈴……」

　命令にも聞こえる強い言葉だったが、哀願と色香も含むから、海鈴の聴覚を甘く震わせる。その振動によって海鈴は見事に腰が砕け、ヘナヘナと床に崩れ落ちた。

　ふらつく肢体を望が支えて一緒に座り込む。離さないとばかりに再び抱き締めてきた。

　床に尻もちをついたのに冷たいと思わなかったのは、シャワーを浴びっぱなしというのもあるが、それだけ体が火照ほてっているからだろう。

　すでに欲望の水位はあふれそうなほど増している。キスで感じた秘部など、もうはしたないぐらい濡れていると本当はわかっていた。

　――でもどうして。

　望はやたらと近づいてくることはあっても、性的な気配を出すことは一度もなくて、貞操の危機を感じることもなかった。

　だから安心していた。いや、油断していた。

　それに櫻子の話によれば、望は〝来る者拒まず去る者追わず〟だった。ゆえに海鈴が〝来る者〟にならなければ、一線を越えることはないと信じていたのに。

　これは合意のない行為だと、脳内で警鐘がわんわんと鳴っている。出るとこ出たら彼だってダメージを負うだろう。そんなことわかっているはずなのに、どうして。

　考えすぎて海鈴が黙り込んでいると、彼の手が彼女の脚の間に忍び入った。

「あっ、駄目……っ」

　反射的に太腿ふとももを閉じたが間に合わなかった。男の指先が潤んだ秘裂の合間をなぞる。

　ごまかしようがないほど谷間はとろけていた。

「やだぁ……」

　泣きそうな声で拒んでも、浅瀬をまさぐる指は止まらないどころか徐々に深くなる。まるで蜜口が指を吸い込んだかのように、引っかかることもなくするっと根元まで沈んだ。

「あ、ぁ……」

　もう二年ほどもご無沙汰な刺激に、体の方は悦んで指を迎え入れてしまう。

　きゅうきゅうと媚肉が締めつけると、彼の指の長さとか、骨ばった感覚とか、わかりたくないのに細かい部分までわかって涙が滲む。

　海鈴は酒を飲みすぎても二日酔いになったことがない。だからアルコールは抜けているはずなのに、視野が霞んで意識が朦朧としてくる。

　ふらついて倒れそうな体を望が抱き留めるから、海鈴も思わず彼に縋りついてしまった。

　ちゅっ、と頬に柔らかい唇が落とされる。それはひどく優しい仕草に感じて、本当の恋人に対するような口づけに混乱した。

「もぉ、やめて……」

「本当に？　やめていい……？」

　女を誘う甘い囁きに海鈴は唇を引き結び、顔を背ける。

　口先だけの拒絶など、ポーズでしかないとばれてしまっているのだろう。体は久しぶりに味わう官能をもっと取り込みたいと、膣肉が彼の指を嬉しそうにしゃぶっている。

　けれど逸はやる肉体に対し、精神こころがついていけない。

「ここじゃ風邪を引きそうだ。ベッドに行かないか？」

　あくまで海鈴に選ばせようとするのが憎たらしい。イエスともノーとも言えないで無言を貫いていると、秘筒をまさぐる手がくるっと回転した。

「はぁうっ」

　蜜洞に沈めた指が膣襞を這うように撫でるから、海鈴の背筋にゾクゾクと震えが立ち昇る。

「ああ、海鈴、可愛い……」

　海鈴が眼球だけを動かして横目で望を見上げると、美しい顔にはいつもの人懐っこさなど見当たらない。どこか余裕がなさそうで、綺麗な瞳には劣情に支配された危険な光が帯びていた。

　初めて見る雄の猛々しい表情に怯えながらも、これほどいい男をここまで昂らせた充足感に心が浮き立つ。

　胸の奥が熱くなる情動のまま、とうとう頷いてしまった。

　……完全に肉欲に負けた。

　一度火が点いた体は、ここで行為を止めても劣情はおさまらない。延々と疼いて精神をぐちゃぐちゃにかき混ぜられる予感におののき、もう理性なんて欠片かけらも残っていない。

　自分はこれほど欲望に弱かったのかと情けない思いに駆られていたら、指を抜いた彼が立ち上がらせてくれた。

　押されるようにしてパウダールームに出ると、バスローブを着せてくれる。彼もまた同じものを着て、ふかふかのタオルで海鈴の髪の水分を拭ってくれた。

　……思いがけないいたわりに内心でうろたえる。

　髪を拭くタオルの隙間から彼を見上げようとするが、寸前で視線を横へ逸らした。

　あのギラついた瞳を、自分を食べようとする男の眼差しを見たくない。猛烈に気恥ずかしいうえに少し怖くて。

　ずれた視線がパウダールームの室内をうろつく。ここに入ったときには慌てていたので感じなかったが、白を基調とした室内は広くて可愛らしい造りだ。柔らかな照明の下で座ってゆっくり身支度ができたら、朝の憂鬱な時間を気分よく過ごせるかもしれない。

　……そんなどうでもいいことを考えていないと、彼のことを意識してしまう。どうしてそんなに優しくするの、とか、なぜ私を抱こうとするの、とか……

「――きゃっ！」

　望が海鈴を縦抱きにしてパウダールームの外へ出る。足早にベッドへ向かえば、そこはシーツがくしゃくしゃに乱れていた。

　寝ていただけのベッドなのに、これから起きることを暗示しているような状況がいたたまれない。

　それでも泣きわめいて抵抗しようとは思わなかった。優しい彼なら、全力で嫌がればまだ許してくれる予感があるのに、心のどこかでこのまま進みたいなんて考えている。

　赤くなっているだろう顔を望の肩に押しつけたとき、ベッドにそっと下ろされた。彼が適当に結んだ海鈴の腰紐は、再び彼によって引き抜かれて裸に戻される。望もまたバスローブを脱いで覆い被さってきた。

「あ……」

　素肌と素肌が触れ合った瞬間、微電流のような快感がほとばしった。身震いした拍子に間近にある秀麗な容貌を見てしまう。

　目元を赤く染めた、風呂でのぼせたような熱っぽい表情。

　美男子が欲情する顔とは、これほどそそられるのかと胸が高鳴ってしまう。淫魔いんまに魅入られたらこんな気分になるのではと、馬鹿げたことを考えて自分まで顔が熱い。

　見つめ合うことが耐えられなくなって眼差しを伏せる。彼が再び唇を重ねてきた。

「ンッ、んふっ……」

　キスの合間に乳房を揉まれ、硬く尖った先端を彼の指が爪弾く。見なくてもそこはすでに勃たち上がっているとわかるから、穴があったら入りたい気分だった。

　キスだけで濡らして、指を入れられただけで乳首をしこらせて。

　はしたなさに目をギュッと閉じて萎縮していると、唇を解放した彼がいたるところにキスをしながら体を下げる。舌が鎖骨をなぞり、焼き印を押すかのようにちゅうっと強く吸いつかれた。

　ちりちりする感覚は、胸が高鳴りすぎているのか、それとも後悔による胸の痛みか、もうわからない。

　まだ残っている割り切れない思いから、手の甲で口を押さえた。いや、だめ、と口先だけでも拒絶してたのに、喘いでいるところなんて見られたくない。

「んっ、ふぅ……っ、く……」

「なんで声を止めるんだ」

　答えたくなくて、ささやかな抵抗ぐらいしたくて、もう片方の腕で双眸も隠す。

　肉欲に負けて彼を受け入れたけれど、もう合意と言ってもいいけれど、本心から納得したわけではない。

　自分は体を許すなら、心もつながっていたい。……遊びで肉体関係を結ぶなんて、己の倫理では認められないのだから。

　しかしそのようなちっぽけな意地など、秘所へ植えられる快感にあっさり降伏した。

「あんっ、ヤァ……」

　二本に増えた指が濡れそぼつ蜜口へ埋められ、甘い刺激が体の中心を駆け抜けて脳髄を揺らす。

　質量を増した指は海鈴の痴態を引き出すかのように、縦横無尽にナカを撫で回した。

　もう彼への苛立ちとか不服とか、考えることができなくなる。

「そんなにっ、触らなくても……もう、入れていいですよ……」

　これ以上、彼の指に乱されたら心まで屈服しそうになる。あなたの好きなようにして、と。

　そんなことはさすがに言えなくて口ごもると、奇妙な沈黙が互いの間に満ちた。

　彼の返事がない不安から、そうっと瞼を隠す腕をどかせば、望が眉根を寄せて見つめてくる。

「まだだろ」

「……え？」

「すごく狭い。久しぶりなんじゃないのか？　濡れてはいるけど、ここに突っ込んだらキツいだろ」

　海鈴は濡れやすい体質のようで、元カレは愛撫もそこそこに挿いれることがほとんどだった。

　生硬い蜜路で男を受け入れるのは苦しいうえ、そんなに気持ちよくなくて達したことはない。けれど好きな人が悦んでいるから自分も嬉しかった。

　それに触れ合うことで得られる快楽は嫌いではないため、セックス自体も嫌いではない。でなければ望に押し切られることもなかった。

　――でも、そうじゃないの……？

　何をされるかわからない不安と怯えに海鈴の眼差しが揺れる。

　それに気づいた望が、彼女の双眸を隠していた手を握って指先に口づけた。まるで祈りを捧げるかのような仕草に、海鈴はひどく動揺する。

「大丈夫、怖いことなんてしない。気持ちよくなってほしいだけだから僕に任せてくれ」

　キスをしながら望が瞳を射貫いてくる。その色っぽい流し目に、海鈴は心臓が跳ね上がるほど胸が高鳴った。

　望は紅潮する海鈴の顔を見ながら、口づけている指を自分の指と絡めてシーツに縫いつける。空いた方の指で、たっぷりと湧き出る蜜の源泉をそっとかき混ぜた。

「んっ、んぅ……」

　指に絡みつく粘膜をかきわけて、ゆっくりと焦らすように膣路を指の腹で愛撫してくる。肉襞の一枚一枚をなぞる優しい動きで、丁寧にまんべんなく。

「あんっ、はぁっ、あぁ……」

　下腹の奥が熱いと海鈴は腰をくねらせる。愛蜜が煮えたぎるような感覚まであって恥ずかしい。しかも、くちゃくちゃと鳴るいやらしい響きが頭の中で反響するから、いたたまれない。

　動悸がよりいっそう速くなっているのまで感じる。

　海鈴の白い肌に押印を刻みながら下がる望が、薄い腹部を舐めつつさらに下がり、下草をかきわけて蜜芯に吸いついた。

「んん――っ」

　骨がとろけるみたいな恍惚が、海鈴の腰の辺りにじんわりと広がる。そのさざ波は体の芯を伝って全身へと拡散するから、快感の波に呑み込まれて溺れそうだ。

　蜜道を嬲る指が三本に増えて責め立ててくる。

「あぁ、はぁんっ、ハッ、ああ……んっ、くうぅ……っ」

　海鈴は自分の感じるところなど知らないのに、望はお腹の裏側にある彼女が啼きやすい箇所をあっさり見抜いた。

　男の長い指が鉤状に曲げられ、あくまで優しく、それでも容赦なく泣き所をこする。追い打ちをかけるように秘核を舐める舌の動きも止まらない。

　だんだんと海鈴の呼吸が逼迫してくる。

「やあっ、ん！　んはぁっ、くぅ……っ」

　嬌声を上げてばたつかせる海鈴の脚の付け根が、彼の大きな手のひらで押さえつけられる。

　身悶えすることで快楽に抗っていたのを止められて、海鈴は逃げ場のない性感が腹の奥でぐつぐつと煮えたぎっているのを感じた。

「んはぁっ、やぁっ、まってぇ……っ、そこっ、ああ！　もぉっ、やだぁ……」

　愛蜜と唾液が混じって白く泡立ち、たらたらと垂れて後ろの窄まりを濡らす。シーツに卑猥な液溜まりができる。

　のたうつ海鈴は逃れようのない快楽で頭がいっぱいになった。涙と涎と蜜を垂らしながら喘ぎ、彼の指を締めつけて善がることしか考えられない。

　望の髪に手を伸ばし、やめてほしいのか続けてほしいのかわからない力加減でくしゃくしゃに乱す。

　下腹が波打って膣孔が痙攣し、体全体も震えて神経が焼き切れるみたいに熱い。

「あっ、ひっ、ああぁ……っ」

　止まらない甘い責め苦に耐えられなくなった海鈴は、とうとう絶頂に打ち震えた。意識が爆はぜて真っ白に染まり、耳鳴りのような甲高い音に襲われる。

「はぁっ、はぁっ……」

　脱力して荒い呼吸を繰り返していると、「いい感じだな」と望が呟く声が聞こえた。その響きがなんだか嬉しそうで、海鈴はぼんやりと彼の姿を目で追う。

　望はどこから取り出したのか避妊具を身に着け、力が入らない両脚をすくい上げて大きく広げた。

　まだ快楽の頂から完全に下りていない海鈴は、とても恥ずかしい格好をさせられているのに、抵抗する思考さえ思い浮かばなかった。蜜口はほころび、空洞を埋めてほしいと物欲しげに収縮している。

　そこをずしりと重い質量に貫かれた。

「んああぁっ」

　肢体からいい感じに力が抜けていたのもあって、指とは比べ物にならない太い肉槍が一気に蜜洞を埋め尽くす。動かす余地もないほど隙間なく満たされ、海鈴は再び絶頂感に啼かされた。

　ぶちゅっ、と蜜が音を立てて押し出される。

　今までの男たちから与えられた刺激など、戯れでしかないと思わせる存在感だった。めいっぱい膣路を蹂躙されて、行為の記憶がすべて塗り替えられる。それほどの衝撃と快感。

「ああっ、く、ふうぅ……っ」

　男をくわえ込んだ媚肉が肉塊をしゃぶり始める。一ミリの隙間もないせいか、彼が動かずとも粘膜の蠕動で海鈴は感じ入ってしまう。

　彼女のほっそりした形のいい脚がぴくぴくと跳ね上がった。

「あんんっ、くはぁあぁっ……」

「ハァッ、きついけど気持ちいい」

　恍惚が滲むうっとりとした声で望が呟く。震える視線で彼を見上げると、目を閉じて快楽を堪能している様子だった。

　海鈴の眼差しに気がついたのか、目を開けた望が彼女と見つめ合ったまま結合部にグッと体重をかける。

　子宮口を押し上げられて、海鈴は甘い痺れが腹の奥底から脳天まで駆け抜けた。

「ひああぁ……っ、まってっ、おねがいまってえぇ……」

　悲鳴に似た嬌声で制止を求めたのに、うっすらと笑う望は緩慢な動きで腰を引く。怒張する漲みなぎりが、ぞりぞりと粘膜を刺激しながら引き出された。

「うはぁああ……っ」

　男を逃がすまいと肉襞が吸いついては波打つから、強烈な快感に襲われる海鈴の両眼から涙が噴き零れた。

「ひっ、いやぁっ」

「嫌って言うなよ……」

　望は亀頭のくびれまで肉茎を抜き、再びゆっくりと腰を突き出して震える膣道を凌辱する。互いの草叢が絡み合うほど腰を押しつけ、密着したまま腰を回して肢体を揺らした。

　敏感になりすぎている蜜芯がこすれて海鈴がのたうつ。彼女は切羽詰まった表情で彼を見上げ、首を激しく左右に振った。

「だめっ、だめぇっ」

「なんで？　これ気持ちいいだろ。ナカがすごいうねってる」

　望が再び局部に体重をかけて、己の分身で蜜窟をかき混ぜる。

　ぐちゅぅっ、ぶちゅっ。

　蜜が練られる卑猥すぎる音が響き、膣肉が痙攣してナカに居座る男を締めつけた。快感の直撃を食らった望が歯を食いしばって顎を上げる。

「ああ……締まる。すごい」

　うわごとのような声を漏らし、あいかわらずゆっくりと腰を引き、海鈴に悲鳴を上げさせながら焦らす抽挿を繰り返す。

　不意打ちに腰を回したり、突き上げる角度を変えられたりして、そのたびに海鈴を悶えさせてはきつい締めつけを味わう。

　それは海鈴にとって優しい拷問にも似ているから、延々と続けられる方はたまったものではなかった。

「ひっ、ひうぅ……っ、いやあぁ……もっ、ゆるしてえぇ……」

　緩慢な律動によって海鈴は全身の熱は極限まで高まり、脳髄が沸騰するような高揚感で髪を振り乱した。途切れることのない刺激に皮膚が粟立ち、下腹が痙攣して止まらない。

「クッ……海鈴、めちゃくちゃ気持ちいい」

　屹立をしごかれる快感に望の呼吸も荒くなっていく。膨張する射精感に耐える彼が、腰を打ちつける速度を徐々に速くする。

　肉と肉が打ち合う音に合わせて、海鈴の喉から嬌声が押し出された。

「あっ、あ！　ああっ、はぁんっ、んあぁ……」

　急速に海鈴の性感のかさが増して勢いよく膨れ上がる。弾けそうな快楽は恐怖も合わせ持つから、彼女は泣きながら逃げようともがいた。が、腰をつかむ男の手にますます力が入るだけで。

　望へ抱く、わけのわからない感情が煮えたぎる。なぜこんなことになったのか、どうして私を抱くのかといった疑問が、どうでもよくなってしまう。

　――苦しいけど、すごく気持ちいい……

　かつての男からは与えてもらえなかった、膨大な恍惚が迫ってくる。指で翻弄されたときとは桁が違う、大きな悦楽の塊が。

　それは足元に暗い落とし穴が開くイメージに似ていて、そこに堕ちたらもう抜け出せない予感がした。

　望という名が付いた快楽の穴に堕ちたら――

　このとき男の指が腫れ上がった蜜芯の根元をつまんだ。ちゅるっと包皮を剥かれて現れた女の秘核をこすられる。

　快楽の暴発に耐えていた海鈴の体は、あっという間に理性の手綱がぶち切れた。

「あぁああぁっ！」

　瞼の裏に白い光が弾け、絶頂感に震えながらかすれた悲鳴を上げて肉棒を締め上げる。

　それでも激しい抽挿が止まらない。海鈴は揺さぶられるがまま膣孔を痙攣させてぶるぶると震えた。

「クァッ、みすず……！」

　満足するまで分身への締めつけを堪能した望が、呻きながら海鈴の体を強く抱き締める。

　薄膜越しに射液が噴き上げるのを内側で感じる海鈴は、彼とのあやまちを、もうなかったことにできないと打ちのめされていた。

















第五章












　突発的に発生したトラブルが、己のつたない経験では対処できない類たぐいの問題で、しかも感情がついていけないほどのレベルだったらどうするか。

　海鈴はその自問に、逃げる、という悪手を選んだ。

　それというのも望と肌を合わせた後、身支度を整えた海鈴は財布に入っていたありったけのお金をテーブルに置き、ホテルの部屋から遁走とんそうしたのだ。

　一人になりたくて。

　しかし最近は本当についてない。部屋にこもろうとしても帰る場所は望の家なので、彼が待ち構えているだろう。

　こうなってくるとシェアハウスが燃えたのは痛い。

　仕方なくホテルから逃げた後はファミレスで時間を潰し、望からのメッセージや着信は無視して、夕方になったらビジネスホテルに宿を取った。家が燃えた夜は満室だらけだったホテルも、そこそこ空きがあったのは不幸中の幸いである。

　そして翌日の十二月三十日。今日は海鈴の出勤日だった。

　オフィスにいる社員はまばらで、営業部員はお得意様へ年内最後の挨拶回りに奔走している。そして戻ってくると発注業務を片づけ、「よいお年を！」とさっさと帰っていく。

　定時になると同僚もそそくさとオフィスを後にして、一人きりになった海鈴は大きく息を吐いた。

　すでに残業するほどの業務は残っていない。退勤処理をしてぼんやりとパソコンを眺めているだけだった。まだ帰ってきていない営業部員がいるため、彼らが仕事を持ってくるかもしれないと言い訳をして。

　帰りたくないのだ。

　望と向き合うのがむちゃくちゃ気まずくて。

　ホテルを逃げ出してから、彼を避けまくる己の子どもじみた態度は情けないと思っている。

　お互いにいい大人なのだから、いかにも『動揺しています』と丸出しの態度ではなく、もっとスマートな対応をするべきだと反省していた。経験値が低すぎるのも問題だ。

　――でもどんな顔して望さんと会えばいいのよ……あっちは慣れてそうだけど、私はああいうの初めてだし……

　あのときまで自分は身持ちが堅い方だと信じていた。ワンナイトラブ――ナイトというよりモーニングの時間だったが――なんて猥談で聞くことはあっても、自分に一生関わりのないことだと思っていたのに。

　――というかあの人って、その気じゃない女をその気にさせるの、絶対慣れてるよね……

　戸惑う海鈴をベッドへ誘う一連の流れに、どうすれば女が堕ちるのかを知り尽くしている自信を感じた。百戦錬磨の遊び人にとって、自分のような女を落とすなど、赤子の手をひねるぐらい簡単だっただろう。

　けれど自分は事後にどう振る舞っていいのかもわからなかった。望の余裕綽々しゃくしゃくな、場数を踏んだ男の涼しい表情にも混乱した。

　だから一人になりたくてホテルから逃げ出したのだ。

　そして今になっても望がいる大河原邸に帰る勇気が出ない。なぜなら櫻子が東京にいないため、あの広い家に彼と二人きりだから。

　櫻子のメッセージによると、仕事納めの日にちょうど彼女の両親が帰国したため、早退していた櫻子は二人が滞在予定の北海道へ向かったという。……自由すぎる。もちろん本日は欠勤だ。

　彼女の両親は祖父母がいる東京に留まる気はなく、ウィンタースポーツを楽しもうとニセコにある自社ホテルに連泊するらしい。

　久しぶりに両親に甘えたい櫻子は、正月休みの最終日まで戻ることはなく、両親は娘を東京へ見送ってから海外へ発たつそうだ。

　さすがセレブ、と海鈴は感心した直後、顔面から血の気が引いた。家には望しかいないと気づいて。

　家政婦の岩田は本日から年末年始の休みを取っており、一月三日まで出勤しないとも聞いた。

　櫻子いわく、『岩田さんはお正月休みの前に大量の作り置きを用意してくれるから、ご飯の心配はないわよ！』とのことだが、問題はそこではない。

　――うああぁ、今日も帰りたくないぃ……でも新しい部屋が決まるまでビジネスホテルに泊まるなんて、お金がもったいないし……

　悩みすぎてハゲそうだ。高校三年生のときに円形脱毛症を発症したつらい思い出があるため、もう二度とハゲたくないのに。

　――客間は内鍵がついているから、部屋にこもっていたら望さんも無視してくれるかな……待って、これじゃあ婚約を破談にすることなんて無理じゃない。

　たった一度しか間違いを犯していないのだから、平常心で彼と対峙すればいいとわかっているのだが……

　頭を抱えてうなだれていたとき、不意に望とのことは間違いなのだろうかと疑問が浮かんだ。

　僕を拒むな、と彼は告げた。それは転じて、海鈴に拒んでほしくなかったのではと考えてしまう。

　そこにある気持ちはなんだろう。自分は都合のいい理由を考えずにはいられない。

　あんないい男に優しくされて迫られて、情熱的に抱かれたから、何か意味があるのではないかと思いたがってしまう。

　――私のことを、少しは好きなんじゃないかって。

　そう思った直後、「ないわ……」と海鈴はげんなりした声を漏らした。

　彼に惚れられる理由など、さっぱり思い当たらない。

　自分は美人でも可愛いわけでもない。平均的な容姿をメイクで盛っている程度だ。性格だって特段いいとも思わない。

　かつての己の傲慢っぷりを思い出すだけで胃が痛む。他人からどう見られるかを考えてしまうようになった自分は、心まで弱くて。

　望はただ、なりゆきで妹の友人を助けることになり、その流れで彼氏のフリを申し出てくれただけ。そして彼氏ならば手を出しても問題はないと考えた……

　今の彼は女性関係が落ち着いているというから、もしかしたら欲求不満だったのかもしれない。

　そんなところじゃないだろうか。彼の思惑は。

「……一度セックスしたぐらいで、彼女面ヅラするな」

　オフィスに誰もいない油断から、職場にそぐわない言葉が漏れる。それさえも気づかない海鈴は、ぼんやりと暗くなった窓を見つめて動けなかった。

　それから一時間後。

　残りの営業部員がすべて帰宅したため、海鈴も諦めて退社することにした。

　警備室に鍵を返してからビルの出入り口をくぐると、いきなり「お疲れさま」と声をかけられて跳び上がる。

　白い息を吐きながら望が近づいてくるところだった。

　彼は昨日、海鈴と素肌で絡み合ったことなどなかったかのように、爽やかな微笑を向けてくる。混乱する海鈴はひどくうろたえた。

「なっ、何か、ご用でしょうか……？」

　思わず他人行儀な言葉を発すると、望が盛大に眉をひそめる。

「なんで敬語なんだ」

「え、あ……ごめん」

「まあいいけど。用というなら君を迎えにきた。〝彼氏〟だからね」

　彼氏の部分を強調されて、海鈴はさらに動揺する。彼氏のフリですと、本当に付き合っているわけじゃありませんと、面と向かって言えなくて。

　言えないのは、心のどこかで期待をしているからだ。それをわかっているから、よけいに心が軋む。

　視線を足元に落として黙り込む海鈴だったが、望に手を握られてあまりの冷たさに目をみはる。

「つめたっ。……手袋は」

「ああ、車で来たから忘れた」

　パッと手を離した望の表情をよく見れば、なんとなく蒼ざめているような気がした。何かを考える前に彼の顔に触れると、氷のように冷え切っている。

「……いつからここにいたの？」

「さあ、いつだったかな」

　とぼける望の顔が本当に冷たくて、もしかしたら定時からここにいたのではないかと思う。

　今の自分は彼からの連絡を一切無視している。昨日は大河原邸にも帰らなかった。

　接触を避けまくる人間を捕まえようと思ったら、こうして待ち伏せするしかないだろう。それもすれ違いにならないよう早い時間から。

　自分が帰宅に迷ってウダウダと時間を潰さなければ、彼を真冬の屋外で待たせることなどなかったのに。

　罪悪感を抱く以上に、望の美しい顔の冷たさが悲しくて、その頬へもう一方の手を伸ばして包み込む。

　本当に冷たかった。あまりにも申し訳なくて、このときだけは彼と見つめ合うことが苦痛に思わないほど。

「……ごめんなさい」

「なんで謝るんだ。僕が勝手に待っていただけだろ」

　くすっと微笑む望の表情がいつもと変わらないから、彼がこちらの頬へ両手を伸ばしてきても逃げなかった。

　冷えた手のひらが海鈴の顔を覆うように包んでくる。皮膚に痛みを感じるほどの冷たさに、「んっ」と声を漏らして反射的に瞼を閉じた。身を縮めてしまい、彼の頬から手も離れる。

　直後、同じぐらい冷たい唇が海鈴の唇に触れた。

　驚いて目を開くと、神に愛された美貌が離れていくところだった。

「……食事は？」

「え……」

「まだだろ。何か食べにいこう」

　望が告げながら海鈴の手を握って歩き出す。彼女はいきなりキスをされたことに呆然としたままで、抵抗することさえ思い浮かばない。

　コインパーキングに停まっていた彼の車に押し込まれた。

「食べたいもの、リクエストはある？」

「え、あ……」

　なんだか望がいつもより強引な気がする。まるで相手を決して逃がさないといった印象さえあって。

　もちろん気のせいだろうが、海鈴は展開の速さについていけなくて答えられなかった。

「何も希望がないなら、勝手に決めるけど」

　車が発進してから慌ててシートベルトを留めた海鈴は、そっと望の横顔をうかがう。

　……彼氏のフリをすることに、彼の方はメリットなど何もない。それなのにこうして長いこと待ち続けて、二人の時間を作ろうとする。

　親密な雰囲気を出せるようにするため、との理由を海鈴も忘れてはいない。でもこちらに執着する気配を感じるのは、己の願望なのだろうか。

「……お酒を飲まないところなら、どこでも」

　ぽつりと漏らせば、押し殺した笑い声が運転席から響く。

「そんなに警戒しなくても。取って食いはしないよ」

　横目で海鈴を見遣る彼の横顔が婀娜あだめいている。間違いなく昨日のことを思い出している顔だ。

　頬を染める海鈴は顔を伏せて眼差しを己の膝へ向ける。

　失敗した。ここであのことを連想させる言葉を出さなくてもいいのに。彼は車の運転で酒を飲まないのだから、自分も頼まなければいいだけだ。

　でも、彼が笑ってくれたことで互いの間にあった緊張感がほぐれた。

　それが嬉しくて、海鈴の口元にかすかな笑みが浮かぶ。

　恥じらいつつ微笑を浮かべる彼女を、望がちらちらと盗み見していることに気づくよしもなかった。






　望が連れていってくれたのはカジュアルな雰囲気のビストロだった。客層も店員も若い世代が多く、いい感じに騒がしくて海鈴にはそれが逆に落ち着く。静かな雰囲気を楽しむお店だったら、間がもたなかっただろう。

　望の心配りがありがたかった。

　美味しい料理とノンアルコールカクテルを味わい、食事中はそれほど気詰まりな雰囲気になることもなく話は弾んだ。おそらく彼が、海鈴が帰宅しなかった件や、その間にどうしていたかなどを聞かなかったせいだろう。

　大河原邸へ帰ると、海鈴は客間へと続く廊下の奥へ向かう。望は反対側の階段へと進むはずだった。

「じゃあ、おやすみなさい」

　そそくさと客間へ行こうとする海鈴の手を、突如後ろから望がつかんだ。

　息を呑む彼女が振り返らずに手を引こうとしたとき、後ろから肩を押されてそのまま壁に押しつけられる。二人とも手に持っていたコートが床に落ちた。

　背中に望が覆い被さり、海鈴は男の硬い肉体を背面で感じ取る。潰されるような圧迫は感じないけれど、身じろぎして逃げられるような甘さも感じられない。

　逃げ場のない袋小路へ追い詰められる感覚に、海鈴は彼と肌を合わせた時間を嫌でも思い出してしまう。

「……取って食ったりはしないって」

「車の中ではね」

「……今、ご両親が帰国されてるんでしょう……？　望さんも北海道に行けばいいのに」

「この歳になれば親よりもカノジョと過ごした方が楽しいだろ」

「どうぞ、カノジョさんのところへ行って……」

「そう。だから君を迎えにいったんじゃないか」

　彼の大きな手のひらが海鈴の体の側面をゆっくりと撫で下ろす。服の上からの軽い刺激だというのに、たったそれだけで望に刻まれた悦楽を思い出した。全身に官能の震えが駆け抜け、心臓の鼓動がドキドキと速まる。

　――お酒は飲んでないのに、熱い……

　服を着て密着しているだけなのに、海鈴の肉体はじりじりと体温を上げて欲望を高めてしまう。

　望がかもし出す劣情に中あてられたのか、めまいも感じた。壁に両手だけではなく額もつけて、ふらつきそうな体を支える。

　肌に触れるクリーム色の壁がひんやりとして気持ちいい。それだけ自分の体が火照っているのだろう。

　海鈴の頬はほんのりと上気して、瞳は潤んで色香が増している。はぁっ、と漏らす吐息には艶が混じり、呼吸だけで彼女を拘束する男の劣情を煽った。

　望の舌が海鈴の耳をぞろりと舐める。

「きゃぅっ」

「声、可愛い」

　ふふ、と笑いながら彼が耳の輪郭をなぞるように舌先を這わせる。

「なんか反応が慣れてないよな。舐められたことってあまりない？」

「……言いたくない」

　図星だが経験値の低さを指摘されたくない。海鈴が身を縮ませると、彼の舌が耳の奥へと侵入した。

「ひゃあっ、やだ、やめて……」

「本当に？　やめていい？」

　海鈴はその言葉を思い出したのと同時に、それを言われたときの状況まで思い浮かべた。

　ホテルのバスルームで膣孔をまさぐる彼の指が回転して、ゾクゾクとした疼きをもたらしたことを。

　記憶に刻まれた快感が下腹部を淫らに揺らし、まだ触られてもいないのに脚の付け根に潤いを感じる。

　濡れていると瞬時に悟った。たかが耳を舐められただけで。

　肉欲に負けて望を受け入れたことといい、もしかして自分は淫乱なのかと、こうして強引に事を運ばれるのが好きな性癖なのかと恥ずかしい。

　もじもじと内股になった脚を揺らしていたら、再び彼の舌に襲われた。

「はぁうぅ……っ」

　入り組んだ耳の凹凸に沿ってなぞる濡れた舌の感触に、喘ぎながら海鈴は腰を揺らす。

　望は耳の裏、彼女の体が跳ね上がったところを執拗に甘噛みする。そのたびに海鈴は、呼吸さえできなくなるほどの快感に身震いした。

　次の瞬間、舌で嬲られる耳とは反対側の耳へ、彼の人差し指がつぷりと差し込まれる。

「ヤッ、なに……？」

　くすぐったさに身じろぎするが、耳の穴を塞ぐ指は抜けない。もちろん舌の動きも止まらない。

　くちゅくちゅと粘ついた音が耳から塗りこめられるようだった。反対側の耳の穴が塞がれているせいか、粘着音が頭の中でやけに響く。

　それはまるで蜜液を練る音のようで、本物の蜜を垂らす呼び水になった。

　だんだんと脚の間のぬるつきが増えて、そう時間もかからずに秘園はごまかしきれないほど濡れそぼつ。そのうちショーツの布地が水分を含みきれず垂らすかもしれない。

　それを考えて海鈴の顔が紅潮する。慌てて耳に入れられた彼の指を引き抜こうとすると、あっさりと外れた指が下肢へと下がった。

　男の手がスカートをめくり上げ、ピッ、とストッキングの繊維を引き裂く音が響く。

　驚いた海鈴が身を竦めたと同時に、ショーツをめくって長い指が侵入した。

「あっ、だめっ……」

　逃げようと海鈴はもがくけれど、望と壁にサンドイッチされる状況ではたいした抵抗にならない。脚を閉じようにも、太腿の間に彼の片脚が入り込んで閉じられなかった。

　男の指が草叢をかきわけて秘裂をなぞる。

「んっ」

　くちゅ、と鳴ったかすかな水音は、家の中が静かすぎることで明確に響いた。

「……いいね」

　耳を食はみながら望は嬉しそうに囁く。その弾んだ声に、海鈴はギュッと目を閉じて唇を引き結んだ。何がいいかなんて聞かずともわかっている。

　同時に彼の口調から悦んでいることを悟り、全身にみなぎっていた無駄な力りきみが抜けた。

　――あなたが悦んでくれると、私も嬉しい……

　だが脳裏に浮かんだ戯言ざれごとは、すぐに忘れることにした。偽の恋人関係で体だけのつながりなのに、精神的なよりどころまで求めたら自分がみじめになるだけだ。

　胸に感じた痛みに気づかないフリをしたとき、ほころびかけた蜜口へ指が沈む。海鈴は背を反らせて甘く喘いだ。

「ああ……」

　自分の指よりも太い彼の中指が根元まで埋められる。たったそれだけで子宮がとろける気がした。

　この指に達するまで可愛がられたことを、体は忘れてなどいない。でもそれ以上に、もっと太くて硬いモノに最高の悦楽を与えられたことを覚えているから、無意識に膣路が蠢いて男を誘う。

　ここにあなたをくださいと、切なそうに指を締めつける。

　海鈴の誘惑に口の端を吊り上げる望が、すでに探り尽くした蜜道の弱い箇所を的確にこすった。

「あんっ、んんぅ……っ」

　壁についた海鈴の両手に力がこもる。立ったまま愛撫される恥辱と興奮に、全身の産毛が逆立つような感覚に見舞われた。

　胎内から脈打つ熱が全身へと行き渡り、呼吸まで熱をこもらせる。だから冬の廊下を満たす冷えた空気との落差に、のぼせていた意識が正気を取り戻した。

「ここは……や」

「ん？」

「ここは寒くて……嫌なの」

　寒くて嫌だからどうしたいのか、までは言わなかった。いまだに残る海鈴のちっぽけな矜持は、自ら折れることを良しとしない。

　肉欲に流されきれない女の気持ちを察したのか、望は赤くなった彼女の耳朶を啄みながら囁く。

「僕の部屋にする？　それとも君の部屋？」

「……私、の」

　別にどちらでもいいが、客間の方が近い。海鈴の両脚は生まれたての子鹿のように震えて、もうそんなに長くは立っていられないから。

　快楽に打ち震える海鈴の媚態に気がついた望は、いったん彼女から離れると肢体をくるっと半回転させる。よろめきつつ海鈴が彼と向かい合った直後、横抱きにされた。

「きゃあっ！」










[image: ]










　生まれて初めてのお姫さま抱っこに、恐怖心から慌てて望の首に縋りつく。

「そう。落ちないよう僕につかまって」

　悠然と歩きながら告げる彼は、実に機嫌が良さそうだった。海鈴の方から抱きついたことによるものだとは、わからなかったが。

　ただ海鈴は、男のたくましさに安心して気持ちが大きく揺れていた。望に甘やかされることが心地よくて。

　見て見ぬフリをしてきた、己の感情を直視してしまった気がする。このままだと踏み込んではいけない領域に足を踏み入れそうだった。

　――恋という名の領域に。

　望が客間に入ってベッドに進む背後で、扉が軽い音を立てて閉まる。海鈴はその音が希望なのか絶望なのか、自分ではもうわからなかった。






　男は好きでもない女を平然と抱くことができる。愛と肉欲はまったく別のものだから。

　しかし女は違うのではと海鈴は思う。体だけでも情熱的に愛され、初めて味わう極上の悦楽に溺れて、心が引きずられるのを止めることはできなかった。

　割り切ることができる女性もいるだろうが、海鈴は心がグラついた。

　もともと望を器の大きい、優しい人だと思っていた。

　故郷を離れて一人で生きていくと決めたときから、胸に空虚を抱えた自分が、彼に会ったときから様々な感情に揺さぶられた。

　はじめは櫻子の家族として忌避きひし、容姿に見惚れ、偽彼氏として戸惑い、肌を合わせてうろたえ、心惹かれて……

　彼は強引に迫ってきたけれど、乱暴には扱わなかった。……それどころかとても大切に抱かれたように感じるから、自分の甘ったれた心が期待することを止めてくれない。

　そんなことはないとわかっているのに。

　自分だけが好きでいればいいと、彼のそばにいられれば満足だと、利口なフリをする器用さは海鈴になかった。

　恋をすれば相手から同じだけの熱量を与えてほしいと望んでしまう。それが叶わないとき、失恋の悲しみ以上に彼へ身勝手な恨みを抱くかもしれない。その予感が恐ろしい。

　今でこそ自分は常識人を謳うたっているが、本質はわがままで傲慢で自分勝手な性質だ。人間の内面はそうそう変わったりなどしない。

　己の本性が恐い。

　好きになった人を恨みたくない。

　惚れた男に軽蔑されたくない……

　海鈴は望の体温と香りに包まれながらも、本音を呑み込んで彼の硬い体に縋りつくことしかできなかった。

















第六章












　年が明けた元日。

　午後十一時半近くに海鈴が乗った特急電車が品川駅のホームに滑り込んだ。精神的に疲れた体を引きずる彼女が出口へ向かうと、改札を通り過ぎたところに望を認めた。

「おかえり」

　この人には迎えにきてもらってばかりだ。と、海鈴は彼と出会ってからの短い日々を思い出す。

「こんばんは……」

　ただいまと言うのは何か違う気がして言えなかった。それに迎えを頼んだ覚えはないと、ささくれ立つ心が可愛くないことを考える。

　……考えるくせに望に置いていかれるのは怖くて、気まずさから視線を横にずらした。

　近づいた彼が海鈴の目元を指でなぞる。

「目が赤いし、泣いたあとがある」

　悔し涙を零していたことを指摘されたようで、情けなさに眼差しを伏せた。

「母と、やり合ったというか……」

「喧嘩した？」

　小さく頷くと、彼の大きな手のひらが頭を撫でてくれる。子ども扱いされたようで恥ずかしく、彼に甘やかされたようで嬉しい。

　身の置き所がなかったけれど、心がとても疲れていたから素直に慰撫いぶを受け入れた。どんなに言いつくろっても、好きな人からの優しさは心地いい。

　やがて望は海鈴の荷物を取り上げてパーキングへ誘導する。車を発進させてから口を開いた。

「喧嘩って、僕のことを告げてお母さんに反対されたってこと？」

「うん……婚約者の従兄弟も帰省してうちに顔を出していたから、彼が大学を卒業したら式を挙げないかって、母が従兄弟のご両親と話し始めて……」

　思わずその場で、彼氏がいるから無理と漏らしてしまった。親戚だけでなく後援会の人たちが挨拶に来ていたときだったため、一時騒然とし、母親は激怒した。

「もうちょっと、時と場所を考えるべきだったわ……」

　本当に彼氏なんているのかと言い争いになった。それだけではなく、どこの馬の骨だかわからない人間など娘の婿にできないと言われ、あまりの暴言に思わず望のことを話してしまった。

　一緒にシェアハウスをしていた子の兄だと。同居人の紹介で彼と出会い、交際に至ったと。馬の骨などではなく、たしかな身元の人だと。

　母親は娘が会社の後輩と同居をする際、シェアハウスを見に夫と共に東京へやって来たことがある。このとき同居人が良家のお嬢さんと知って安心していた。だから娘の彼氏がどのような家の人間かすぐに気づき、そのような人物が婿に来てくれるわけがない、絶対に許さない、と烈火のごとく怒り狂った。父親が仲裁に入らなければ、蔵に閉じ込められたかもしれない。

「はぁ……やっぱりうちの母、東京へ乗り込んでくるかも」

「ちょうどいいじゃないか。僕と結婚前提で付き合ってるって言えばいい」

「でも、そこまでは……」

「その方がご両親も納得するだろ」

「……父は喜ぶかもしれないけど」

「お母さんが反対する？」

　疲れたように海鈴が頷くと、望は視線を上に向けて、ふむ、と思案する。

「ちょっと聞きたいんだけど、お父さんは婿養子なのか？」

「え？　父が直系で母がお嫁さんよ。なんで？」

「さっきからお母さんばかり主張しているから。お父さんは空気っていうか」

「……母は父に従順な人よ。ただ、私の結婚についてはどれだけ父に止められても、従兄弟と結婚させるって意志を変えないの。父も今ではちょっと諦め気味ね」

「理由を聞いても？　僕は君の結婚って、跡取りにふさわしい男と娶めあわせるって意味だと思ってたけど、〝従兄弟〟と結婚させたいって聞こえるんだよな」

　その通りなので海鈴は唇を引き結ぶ。

　櫛川家は子どもが娘一人しかいないといっても、まだ海鈴は二十五歳だ。年下で学生の従兄弟を相手に選ばなくても、他に選択肢はある。

「……身の上話は、しらふでは話しにくいわ」

　櫻子に己の抱える秘密を漏らしてしまったときも、かなり酒が入っていた。思い出したくもない過去など平常心では話しにくい。

　すると隣から小さな笑い声が聞こえてくる。視線を向けると、望が人懐っこい笑みを浮かべていた。

「また僕に襲われるぞ」

　海鈴の顔面に勢いよく血が上って赤くなる。酒を飲みすぎて彼とのあやまちを招いたのに、その相手に対して酒を飲みたいと告げる警戒心のなさがいたたまれない。

「……もう、いっぱい襲ってるじゃない」

　恥ずかしくて悔しくて、ぼそぼそと口の中でなじることしかできない。

　三十日の終業後、望は捕獲した海鈴を延々と組み敷いていた。翌日の大晦日も、二人きりの広い家で淫らな行為にふけっていた。

　一階の客間だけでなく、リビングやキッチンでも、人目がないことを理由にして望は海鈴へ手を伸ばした。ときには立ったままつながって、体液を零しながら乱れ続けた。

　それはまるで、巣穴に引きずり込んだ獲物を骨までしゃぶるようで。

　夜など裸のままで、望のシャツの上着しか着せてもらえなかった。今朝起きたのは四階の彼の部屋だ。

　思いっきり怠惰で背徳的な時間を過ごしてしまった。あんな日々が続いたら人間として駄目になってしまいそう。

　それを思い出す海鈴は彼に植えつけられた悦楽まで思い浮かべてしまうから、ほんの少し内腿をすり合わせて窓に顔を背ける。

　隣を振り返らずとも、望が機嫌よさそうに笑っているのは感じられた。






　正月だからと望が選んだのは日本酒だった。ぬるめの燗かんにすると米の香りが際立って美味しいという。

　大型冷蔵庫には、家政婦の岩田が用意した作り置きがまだまだ残っている。手をつけていない密閉容器を取り出してみると、ひらめ昆布締めや穴子の煮こごり、牡蠣しぐれ煮などが出てきた。

　海鈴は大好きな常夜じょうや鍋を作り、おせち料理を並べる。

　嬉しいことにおせち料理は岩田の手作りだという。自宅用と一緒に作るそうで、黒豆が皺もなくふっくらと煮てあって美味しそうだ。

　一年ぶりに帰省した実家でもおせち料理は並んでいたが、帰ってすぐに母親とのバトルが勃発して何も食べていない。

　今思えば正月早々大人げなかったと反省する。年に一度しか帰らない親不孝者なのに、もう少し親を安心させてやればよかった……

　罪悪感から、海鈴はぬるめの日本酒を呷った。冷酒とはまた違うまろやかな口当たりと、ふっくらした味わいが実に美味しい。

　空きっ腹に酒を入れてしまったせいもあって、そう時間もかからずいい気分になってきた。自分はそれほど酒に弱いわけではないのに。

　……たぶん、酔っ払いたいのだと思う。

　己の立場とか望との関係とか、もういいかげんごちゃごちゃ考えるのに疲れてきた。何もかも放り投げて素直になりたいと、心のどこかで考えている。

　こんな蜜月、櫻子が帰ってくるまでのわずかな時間しかないとわかっているから。新しい住み処が見つかったら、従兄弟との婚約が解消されたら、望と会うこともなくなるから……

　未来について考えると胃が絞られるような痛みを感じる。それをごまかしたくてさらに杯を重ねた。

　お腹が満たされたところで酒だけを持ってリビングへ移る。ソファに腰を下ろすと望が隣に座ったが、もう気にならなかった。

　彼とくっついていると温かい。空調が効いて寒くはないけれど無意識にすり寄ってしまう。

　海鈴が自ら近づいたことで、一瞬、ぐい呑みを持ち上げる望の動きが止まった。すぐになんでもない様子で酒を飲み干す。

「あまり飲みすぎるなよ。寝るから」

「うん……」

　彼と初めて肌を重ねたのも、酒を飲みすぎたのが原因だった。あのとき自分が酒量をセーブできていたら、自分たちの関係はどうなっていただろう。

　そんなことをぼんやりと考えながら、ミネラルウォーターをちびちびと舐める。たしかに許容量近くまで酒を飲んでしまったようだ。意識に靄もやがかかっている。

　このとき望が海鈴を抱き寄せて自分の膝の上に座らせた。びっくりしたが温もりがより近くなったので、海鈴は遠慮なく大きな体に抱きつく。

「あったかい……」

　ほぅ、と満足そうに息を吐くと彼の手が背中を撫でてくれる。

「やっぱり君は酒が入ると素直になる」

「ん、そうかも……」

　だってそうなりたいと思ってお酒を飲んでいたから。私でも、お酒の力を借りればこんなにも自由になれる。

「でも僕としては、しらふで甘えてくれたら最高なんだけど」

　私だって、できるならそう思っている。

「お酒、好きだもん……」

「はいはい。まあ、酒に逃げているのは僕もだけど」

「なんで……？」

「君を好きにできるから」

　言うやいなや、海鈴の唇が塞がれて肉厚な舌が滑り込んでくる。唾液から感じる酒精の香りが心地いい。

　酒に呑まれると、いろんなことを忘れられる。

　望とは恋人のフリでしかないことや、己の醜い過去とか、母親との確執とか……

　心を軋ませる悩みを忘れたくて、自ら舌を差し出し彼を味わった。

「ん……」

　くちゅくちゅといやらしい音を立てて深い口づけを繰り返す。舌がすり合わされて、じぃんと根元が痺れた。だんだん呼吸が苦しくなり、彼の唇に吸いついてから離れる。あふれそうになる二人分の唾液を、こくんっと飲み込んだ。

「……すまん。これ以上キスすると話ができなくなる」

　焦りの色を帯びる望が、自分のスキニーパンツに手を突っ込んでいる。下向きに膨らんだ一物を上向きにしたとは、海鈴にはわからず不思議そうに彼の局部を見下ろす。

　そこは内側から生地を盛り上げて張り詰めていた。男の欲望を表す膨らみから目が離せない海鈴は、そっと手を伸ばしてこわばりを優しく撫でた。

「ハッ……待った、嬉しいけど本当に止まらなくなるから」

　苦しそうに息を吐く望は、悪戯な海鈴の手を握って股間から離す。彼女の両腕を己の首へ抱き締めるよう導いた。

　海鈴は頼りがいのある首筋に抱きついて顔を埋める。彼の体温は自分よりも少し高いようで、こうして素肌がくっつくと心が落ち着いた。

　望が海鈴の髪を撫でながら口を開く。

「君の結婚について話してくれるんだろ？」

「うん。……簡単に言うとね、私が父の血を引いていないことが原因なの」

　酔っているのもあって、ものすごく言いにくい出生の秘密をさらっと告げてしまった。おかげで望が、「……は？」と初めて聞く上ずった声を漏らしている。

　珍しく彼が動揺しているようで、海鈴は彼に抱きついたまま頭を起こして目を合わせた。やはり端整な顔には驚愕と疑問が表れている。

「お父さんの子どもじゃないって……養子ってことか？」

「ううん、父とは別の男性と、母との間にできた子ども。先に言っておくけど母が不倫したわけじゃないからね」

　望はその可能性を頭に思い浮かべていたのか、「あ、そうなんだ」と安心した表情を見せる。そしてすぐに何かを閃いたような顔つきになった。

「ちょっと聞きたいんだけど、婚約者の従兄弟ってお父さんの甥おいになる？」

「うん」

「もしかして君と従兄弟を結婚させたいのは、生まれてくる子どもが櫛川家の血筋になるから、とか？」

「すごい！　よくわかったわね」

　母親が考えたことをズバリ言い当てたので目をみはる。本当にその通りなのだ。

　海鈴の父、櫛川茂正しげまさは子どもに恵まれない人だった。そのため海鈴の母親と結婚する前に迎えた二人の妻は、跡継ぎを望む周りの声に耐えきれず離婚している。

　しかし別れた妻たちは二人とも、再婚先で夫の子を産んでいた。風の噂でそれを知った茂正は、自分に生殖能力がないのではと疑いを持ち、遠くの地で検査したところ不妊症だと判明した。

　同じ頃、彼は幼馴染みの女性が恋人に捨てられ、その後に妊娠が発覚して途方に暮れていることを知る。その女性が海鈴の母親だ。

　彼女は堕ろすしかないと思い詰めていたが、同意書にサインするべき恋人は行方不明。そこで幼馴染みの櫛川に代筆を頼んだところ、彼は『僕と結婚して子どもを産んでくれ。君の子なら僕の子だ』とプロポーズしたという。

　その後、生まれた女児が海鈴だった。

　ここまで話した彼女は大きなため息を漏らす。

「……父も母も、当時はかなり追い詰められていたんじゃないかしら。父は田舎の名士の家系を自分の代で終わらせてしまうとか、母は子どもを堕おろさなきゃいけないとか……正常な判断ができなかったのかもしれない。それで私を二人の子どもとして本当に届け出しちゃったの」

　狭い田舎でそんなスキャンダルがよくばれなかったと不思議だが、当時の母親は地元から離れた地方都市で暮らしており、父親は土地の契約のためにその都市へ頻繁に通っていたため、つじつまが合ったのだ。

　そして生まれた海鈴は母親にとてもよく似ており、父親に似たところがなくても疑問視されなかった。

　そこで望が険しい表情で口を挟む。

「ご両親の事情はまぁ理解できるよ。そういう出生の秘密って、公おおやけになってないだけでこの世には山ほどあると思うし。でもそれを君が知っているということは、ご両親が話したんだよな。本来なら墓場まで持っていく秘密じゃないのか」

　大人の事情に巻き込まれて生まれた海鈴こどもに罪はないのに。そう断言する望の表情と口調に怒りを感じる。海鈴を慮おもんばかって怒ってくれる気持ちが彼女には嬉しく、寂しそうに微笑んだ。

「……母は夫の親族を騙していることが、ずっと苦しかったらしいの。あと、もしこのことが露見したら、母だけでなく私も周りから白い目で見られるでしょ。櫛川の人間じゃないって責められたら、家を追い出されたら、故郷を逃げ出すことになったらどうしようって、ずっと恐かったそうなの。だから私が高校三年生のときに地元の大学に進学したいって相談したとき、進学しないで従兄弟と結婚して子どもを産んでくれって言われて……」

「え！　婚約者の子ってたしか五つ年下だよな？　その頃だと中学生ぐらいじゃないのか？」

「あっ、違う違う。従兄弟は他にもいて、そのときの人は今の望さんと同じぐらいの年齢のお兄さんだったわ」

　ただ、当の従兄弟の方が海鈴との結婚話を拒否し、すぐに恋人と授かり婚をして故郷から去っていった。

「そんなことがあったから母に問い詰めたのよね。お婿さんを迎えて家を継ぐことは私も納得してるのに、なんで相手が従兄弟なのかって。しかも進学せずにすぐ結婚ってさすがに頷けないじゃない。そしたら母が泣きながら『あなたはお父さんの子どもじゃないの。本当はこの家で暮らすこともできなかったの』って言い出して……ショックでしばらくの間は部屋に引きこもってたわ」

　あのとき受けた衝撃は今でも鮮明に覚えている。

　自分の足元が崩れたかのような、己のアイデンティティを見失ったかのような、精神的なダメージを受けた。あれ以来ずっと胸の奥で空虚を抱え続けている。

　はー、と嘆息を漏らすと望が背中を撫でてくれた。

「それで今度は大学生になった従兄弟と婚約か……」

「そう。望さんの言う通り、母は私と従兄弟の間に子どもが生まれれば、次世代は本家の血筋が戻るって、そうすれば私は跡取りの母親として居場所ができるって、本気で思い込んでいる……」

「だから東京に逃げてきたんだ」

「……というか、いきなり父の子どもじゃないって言われて、お山の大将だった私は奈落の底に落ちるような感じがしたの。本来なら私は猿山の猿にもなれない無力な子どもで、急にあの場所にいることが恐くなった……」

　自分の視野に映る故郷の景色が、あのときからいきなり変わった。いや、景色自体は何一つ変わっていない。ただ自分の意識が変わっただけで。

　己の見ているものが、すべてまやかしであると気づかされた。自分は親の威を借る子どもなのに、その親が幻でしかないと。

「本当に、本当に恐かった……今までちやほやしてくれた人たちが、急に私に背を向ける未来を想像して……それは決してあり得ないことじゃないとわかって……」

　あの地から離れたかった。己の秘密を誰も知らない、知られたとしても影響がない土地へ逃げ出したかった。そのためだけに東京の大学へ進学することを決めた。

　当時は櫛川家の唯一の跡取りとしてお姫さまの気分でいたから、たいして成績もよくなかったが、必死になって勉強した。

　死に物狂いとの言葉の意味を、あのときほど実感したことはない。

　睡眠と食事以外は、ほぼすべて勉強に充てた。目標とする東京のＳランクの大学に合格したかったから。

　地元で自由気ままに過ごしていた女王さま気取りのわがまま娘が、突然故郷を離れたがっても不審に思われないため、「あの有名大学に行きたかったから」と誰もが納得する理由が欲しくて。

　意地になっている部分もあったと思う。己の人生を親の好きにされたくはないと。

　海鈴がじくじくと痛む胸を手で押さえていたら、自分より大きな手のひらに覆われた。目が合うと彼の瞳に、こちらを案じるような気配を感じる。

「……お父さんは、君を可愛がってくれるのか？」

「あ、うん。それはもう」

　迷うことなく断言すると、望が激しく目を瞬く。おそらく彼は、父親が血のつながらない娘を、跡継ぎ用の駒として扱っているのではないかと疑問視していたのだろう。

「……そうか。それならよかった」

「うん。母から出生について聞かされてすぐ、父に問い詰めたの。赤の他人の私をどう思ってるのって。……そしたらめちゃくちゃ怒られたわ」

　海鈴の表情に苦笑が浮かぶ。だがそこには悲哀といった感情は含まれておらず、意外なほどさっぱりしていた。

『――たとえ血がつながっていなくても、お父さんはおまえが生まれる前から、お腹にいるときからおまえの誕生を願い、今まで成長を見守ってきた。おまえがいたからお父さんは父親になれたんだ。ずっと子どもが欲しかった願いをおまえが叶えてくれた。おまえが生まれて嬉しかったと、嘘偽りなく断言できる』

　まだ十代の海鈴は完全に納得したわけではなったが、自分の生を全面的に肯定してくれる父親の言葉に、心がなだめられた。

「……父から受けた愛情は本物だと思っているの。だから、血はつながらなくても私にとって父親はお父さんしかいない。本当のことを知っても、じゃあ他人ですって考えられない……」

　父は妻が暴走するたびに止めるのだが、この件だけは及び腰であることは否めない。妻をここまで追い詰めたのは自分だとの自覚があって。

　それでも父親はたびたび娘へ地元の野菜を送ったり、誕生日やクリスマスにはプレゼントの他、『好きなものを買いなさい』とまとまった額の送金をしてくれたりする。

　幸福そうに微笑む海鈴を見て、望もホッとしたよう小さく笑った。

「お父さんが味方になってくれたのならよかった」

「うん。高校生のときにね、従兄弟とは結婚したくないって父に訴えたら、別にかまわないって言われたの。あれはお母さんが一人で突っ走っているだけだからって。でもそれだと櫛川の血筋が消えちゃうよって聞いてみたの。そしたら――」

　本来なら自分の代で絶えるか、兄弟が跡を継ぐことになった。それが今になっただけ。そう父親は告げた。

　そして今は家に縛られる時代ではないと続けた。だんだん子どもの数は少なくなっており、櫛川だけでなく、日本中の家で血統が途絶えるのは止められないだろうと。

『お父さんが若いときは、こんな簡単なことさえ思いつかなかった。どうにかして子どもを作らねばと考えていた。当時はお母さんが進退窮きわまっているのを知って、打算から結婚した。これで跡取りを作らねばならない重圧から解放されると。……お父さんのわがままに付き合わせてすまない』

　そう話してくれた。謝ってくれた。

　それだけで十分だと海鈴は思った。

　大人になって経験値が上がれば親の立場も理解できる。今より昔の自分が生まれる前の時代、地方のド田舎にある大地主の跡継ぎが、家系を断絶させるわけにはいかないと、どれほどプレッシャーを抱えていたか。

　先祖代々の土地や莫大な資産、お墓、家名……伝統や名誉を守ることへの期待が、閉鎖された町の中でどれほど重いか。

「……父はたぶん、本音では私に帰ってきてほしいって、家を継いでほしいって思ってる。私も父の娘として継いであげたいって今でも考えることはあるけど……」

　寂しそうに微笑む海鈴の表情に葛藤と諦めが滲む。櫛川家の総領娘として生まれ育った自分は、家を継承するという意味をよくわかっている。その心づもりもある。

　だが父親と血のつながりがないことに傷つき、櫛川の血を取り戻そうとする母親の執念に反発して、故郷に帰る気力が湧かない。

　ジレンマを抱える海鈴の心理を悟ったのか、望は視線を宙に向けて思案すると、彼女の頭部を自分の肩に乗せて何度も背中を撫でた。

「家のことはいったん置いておいて、まずは君の婚約を解消することを目標にしようか。お母さんがいつ乗り込んできてもいいように」

　僕も協力する。そう告げる声がいつもより優しくて甘いから、海鈴は小さく頷いてうっとりと幸福そうに微笑んだ。

















第七章












　正月休みの最終日となる一月三日。

　朝から望に延々と組み敷かれて喘いでいた海鈴は、思い出すだけで脳が煮えそうな痴態を引きずり出され、望が満足してからようやく解放された。

　ベッドで動けないでいると、自分のスマートフォンを彼に手渡される。

「……何？」

「ずっと鳴ってたぞ。気づかなかった？」

　悪戯っぽい微笑を浮かべる彼は、海鈴へ触れるだけのキスを落とし堂々と全裸で部屋を出ていく。シャワーを浴びるのだろう。

　その後ろ姿を恨めしげに見つめてから、海鈴はスマートフォンをアクティブにした。

「うへぇ……」

　母親から鬼のような数の電話が入っている。忙しい元日と二日を終えて、とうとう娘のもとへ乗り込んでくる気かもしれない。それか海鈴の仕事が始まる前にケリをつけたいとでも考えたか。

　素っ裸のまま毛布にくるまってぬくぬくする海鈴は、しばらくためらってから母親のスマートフォン番号へコールした。呼び出し音は一回でつながった。

『――海鈴っ！　あんたいったいどういうことなの！　家が燃え落ちてるじゃないっ！』

　えっ、と驚いた海鈴は、みのむし状態でベッドに起き上がる。

「お母さん、もう東京にいるの？」

『そうよ！　あんたが暮らしてたシェアハウスってとこにいるのよ！　そしたら家は黒焦げであんたの姿はないし、近所の方から去年火事で燃えたって聞いて驚いたんだから！　私は聞いてないわよ！』

「そりゃあ、言ってないもの」

　知るわけないじゃないとのニュアンスを隠さなかったため、スマートフォンの送話口から母親の金切り声が響いた。慌てて耳から離したものの、鼓膜がじんじんする。

『こういう大事なのことは親にもちゃんと話しなさい！　心配したのよ！』

「ごめんごめん。こっちもクリスマスイブに火災が起きて慌ただしかったんだって」

『なんで帰ってきたときに言わないの！』

「言おうとしたけど、すぐに喧嘩になったじゃない」

『今どこにいるのよ！』

「一緒にシェアハウスをしてた子のご実家に居候させてもらってるの。覚えてるでしょ、大河原櫻子さん」

　元日の夜、望と酒を飲みながら母親対策を話し合った。

　以前櫻子は、海鈴と兄が恋に落ちて一緒に暮らし始めたことにすればいい、と告げた。

　しかし望は海鈴の母親が激しやすい性格と知り、誠実なお付き合いをしていると説得した方がベター、と考えた。母親の感情を刺激してこじらせない方がいいと。

『ちょっと海鈴っ、その大河原さんってあんたの彼氏の妹さんよね？　あんた今彼氏の家で暮らしてるの!?』

「まあ、そうなるわね」

『親に黙って同棲だなんて！　私は絶対に許さないわよおぉっ！』

　ものすごい剣幕に、再び海鈴はスマートフォンを耳から離した。スピーカー通話に切り替えて筐体きょうたいをベッドに置く。

「だから違うって。住む家がなくなったから避難させてもらったの。この家には彼氏だけじゃなくご家族も住んでいるんだから」

　そのご家族であるご両親は海外在住で、この家で暮らしていないことは伏せておく。

　さすがに海鈴の母親はクールダウンした。

『そう……。じゃあ、あんたが世話になっているお礼をしないといけないわね』

「あ、ご家族は昨日から旅行に行ってるから不在よ。今は彼氏しかいないの」

　そこでバスローブを着た望が入ってきた。タオルで髪を拭いているから洗ったんだろうが、烏からすの行水である。

「ねぇお母さん、私に話があって東京に来たんでしょ？　彼氏がこの家で話せばいいって言ってくれるから、こっちに来てくれる？」

　望からは、話を有利に進めるため、この家を使った方がいいと言われていた。母親にとってアウェーとなる場所なら、心情的に激高しにくいだろうと。それに大河原邸ならば、彼氏が話し合いに参加しても文句は言われないと。

『嫌よ。あんたが外に出てきなさい』

「それこそお断りよ。人がいるところで喧嘩したくないもの」

『……喧嘩なんかしないわ』

「お母さん、怒ると声が大きくなるじゃない。今だって注目されてない？」

　ハッとする気配がスマートフォン越しに感じ取れた。母親はシェアハウスだった家の前で通話しているのだろうが、よく屋外でこんな大声を出せるものだ。自分は母親のカッとしやすい性格に似なくて本当によかった。

　母は娘の恋人宅へ行くことをかなり迷っていたが、海鈴が頑として外で話したくないと粘ったため渋々諦めてくれた。最寄り駅まで迎えにいくと言い置いて通話を切る。

　着替えた望がベッドに腰を下ろして海鈴を抱き寄せた。

「もう昼に近いから三人分のランチを用意しておくよ」

「うん、ありがとう。……いろいろごめんね」

「この件を引き受けたのは僕の意思だぞ。嫌なら関わらない」

　そう言いながら海鈴の唇に吸いついてくる。彼女は湿り気を帯びたぬくもりに胸をときめかせるのと同時に、もしかしたら彼との関係は今日で終わるかもしれないと思っていた。






　歩いて五分ほどにある最寄り駅へ母親を迎えにいくと、彼女は娘へ小言を言いながらも大人しくついてきた。寒いせいかもしれない。今日はかなり冷えている。

　母親は、四階建ての大河原邸に着くと口を半開きにして驚いていた。予想していたより規模が大きかったせいだろう。

　その気持ちは家の中に入っても変わらなかったのか、母親は広いエントランスや、いたるところに絵画や芸術作品が飾られている美術館のような邸宅を進むにつれて、度肝を抜かれたのか押し黙ってしまった。

　――うちも資産家だけどレベルが違うよね。

　母親の気持ちを察しながら二階に上がると、キッチンにいた望が近づいてきた。絶世の美男子の登場に母親は目を剥いている。

　望は人懐っこい笑顔で海鈴の母親の手を握り締めた。

「初めまして。海鈴さんとお付き合いをしている大河原望と申します。ご家族とお会いしたいってずっと思っていたんです。ようやく願いが叶いました」

　熱っぽい眼差しで母親の目を射貫いているから、彼女は頬を赤らめている。

　おいおい、と海鈴は親の動揺に呆れながらも、コートを預かってダイニングへ案内した。母親をここへ連れてくる道中、一緒にランチを食べようと伝えていたのだ。

　テーブルの中央には、カプレーゼやコブサラダなど数種類のサラダの他、大きな長方形の耐熱容器にラザニアがいい香りを放っている。

　これも家政婦の岩田が休み前に用意してくれた食事の一つで、ラザニアは耐熱容器ごとオーブンで焼いたらできあがりだという。ありがたい。

　望がかいがいしく、ラザニアとサラダを取り分けてくれた。

　母親は女二人が座ったままで、望だけが動いている状況が落ち着かないらしく、「あんたがやりなさいよ」と娘を睨んだ。が、すかさず望から「僕が海鈴さんを甘やかしたいだけですから気にしないでください」とイケメンスマイルを向けられて口を閉じている。

　望は機嫌がいいのか笑顔が絶好調だ。後光が差しているようで端整な顔が眩しい。イケメンはどんな年齢の女性に対しても無敵かもしれない。

　気まずい食卓だったが、望が母親へ当たり障りのない話題を続けてくれたため、海鈴は黙々と美味しいラザニアとサラダをお腹いっぱいいただくことができた。

　食後、リビングに移動して所在なさげにしている母親へ、望は深く頭を下げた。

「火災が起きたとき、海鈴さんの住む家がなくなったため、思わずここへ連れてきてしまいました。でもひと言、親御さんに挨拶をするべきだったと今では反省しています。海鈴さんの大切なご家族をおろそかにして申し訳ありません」

　望の両親に海鈴を紹介して住むことを認めてもらい、親が自分の恋人を可愛がっている様子を見て、まるで彼女と結婚したかのような幻想を抱いて浮かれていた、と彼は真摯に謝罪する……そういう設定になっていた。

　母親は娘の彼氏が率先して話すこの状況に狼狽したままだ。いつもの短絡的で直情径行な振る舞いは鳴りを潜めている。

「本当に申し訳ありませんでした。でもどうか交際を許していただけませんか」

　望のまっすぐ見つめてくる眼差しに気圧けおされ、うろたえていた母親はここで姿勢を伸ばした。

「大河原さん。あなたが真剣に海鈴と交際をしているのはよくわかったわ。でもこの子はうちの大切な跡取りなの。ご実家の会社を継ぐ予定の方と結婚は認められないし、交際も許すことはできません」

「あ、それなら大丈夫です。僕が海鈴さんの家に婿入りしますから」

「ええぇっ！」

　これには海鈴も母親と一緒に声を上げてしまった。

「ちょぉっ、望さんっ、それ聞いてないわよ！」

「ああ、まだ櫻子の許可をもらってないからね」

「櫻子に関係あるの？」

「そりゃそうだよ。僕が家を出るなら後継者は妹の婿になる。――ああ、やっと帰ってきたな」

　階段の下から、「たっだいまー！」との櫻子の声が聞こえてくる。なんというタイミングだろうと目を丸くしていると、望が「早く戻ってこいと伝えておいた」そうだ。

　弾むような足音と共に現れた櫻子は、真っ先に海鈴の母親を認めて、ぱぁっと表情を明るくする。それに対し母親の方は逃げ腰になった。

「海鈴ちゃんのお母さま！　わぁーっ、お久しぶりです！」

　両手を広げて突進してくる櫻子に、母親は腰を浮かせて逃げようとした。が、櫻子の方が早く抱きつき、母親は目を白黒としている。

　海鈴の両親がシェアハウスへ来たとき、櫻子は今のように両親に抱きついて挨拶しており、母親は距離感を考えない彼女を苦手としていた。スキンシップが過剰なところだけでなく、自分のペースを乱されるせいだろう。

　ヒステリックな中年女性も、天然お嬢さまには負けた。

「いつ東京にいらっしゃったんですか？　んもぅ、言ってくだされば私も早く帰ってきたのにぃー！　私、昨日まで北海道にいたんですよ！　お土産たくさんありますからお母さまも持って帰ってくださいね！　イクラとかウニとかいっぱいあるんですよ！　お嫌いじゃないですか？　私大好きなんですー！　北海道でもたぁっくさん食べて――」

「櫻子、それより大切な話があるんだ。そこに座りなさい」

　兄が自分の隣にいる海鈴のさらに隣を指すと、妹はいそいそと指定された位置に腰を下ろした。さっそく海鈴の腕に抱きついて、「海鈴ちゃん会いたかったー！」と語尾にハートマークがつきそうなほど甘えた口調になっている。

　海鈴はいつものことなので櫻子の頭部を撫でておくが、母親の方は珍獣でも見る目つきをしていた。

　望が身を乗り出して海鈴越しに妹へ話しかける。

「櫻子。僕は櫛川さんの家に婿入りしたいんだけど、かまわないか？」

「いいわよ～！」

　迷うことなく即答したため海鈴がギョッとする。

「櫻子、そんな簡単に決めていいの？」

「うん！　今お付き合いしてる人は会社の幹部候補の人だし、その人に継いでもらえばいいし！」

　あっけらかんと笑う様子に、海鈴も母親も毒気を抜かれた顔になった。そんな母子を望は順に見守りながら話を続ける。

「うちの両親は恋愛も結婚も自由にさせてくれるんです。僕の母親が一般家庭で育ったごく普通の女性だったのもあって」

「お兄ちゃんが婿入りしたら、本当に海鈴ちゃんが私のお義姉ちゃんになるのね！　お母さま、ありがとうございます！」

　櫻子が嬉しそうに満面の笑みを浮かべると、母親は何かを言おうと口を開いたが、すぐに閉じて視線をさまよわせた。

　母親にとって娘の相手は、櫛川の血を引く者でなければ意味はない。しかし娘の出生の秘密を、この兄妹は知っているのかと判断に迷っている様子だった。もし娘が恋人に秘密を話していなかったら、自分から暴露するわけにはいかないと。

　それでも母親は、「でも」とか「それは」とか言いよどむ。

　望は真面目な表情で母親を見つめた。

「僕は海鈴さんを心から愛しています」

　目をみはる海鈴の手が大きな手のひらに包まれる。隣を見上げれば、望がとても優しい眼差しで見つめてきた。

　海鈴は頬を朱色に染めてうつむく。嘘でも「愛してる」なんて言われて、お芝居だとわかっていても胸のときめきが止まらない。

　望はそんな海鈴を愛しげに見つめてから母親へ視線を戻す。

「婿入りもまったく問題ありません。彼女を大切にすると今ここで誓います。結婚はまだ早いようでしたら、交際だけでも許してくださいませんか」

　その言葉に海鈴は顔が猛烈に熱くなった。泣きたいわけでもないのに涙がせり上がって、こんなわかりやすい態度では、自分の気持ちが彼に伝わってしまうような気がする。

「それとも僕の方に何か問題がありましたでしょうか。おっしゃってくだされば直します」

　母親が苦虫を噛み潰したような表情になった。表面的には反対する理由が見つけられないのだろう。ものすごく葛藤している様子でかなり長い間、黙り込んでいた。

　海鈴がハラハラしながら母と望の顔へ交互に視線を向けると、やがて母親はため息を吐いてから呟いた。

「わかったわ……」

　ぽつりと零された親の言葉に海鈴は息を呑む。

　――お母さんが折れた。

　従兄弟以外の男性と娘の交際を認めるなんて、海鈴はそれを願っていながらも、無理ではないかと半分諦めていたのに。

　しかし母親はすぐに顔を上げると娘を睨みつけた。

「でも大河原さんと別れたら、今度こそは和かずくんと結婚してもらうからねっ」

　和くんとは婚約者で従兄弟の和正かずまさのことである。

　海鈴が反論しようとしたとき、望が先に声を発した。

「そんなことは起こりません。ご安心ください、必ず海鈴さんを幸せにしますから」

　まるでそれが本心であるかのように告げるから、海鈴はドキドキする胸を手のひらで押さえて唇を引き結ぶ。

　望の言葉が嘘でも嬉しい。本当に泣きそうだ。

　このときのことを一生忘れないでおこうと、こみ上げる水位と情感をこらえて海鈴は眼差しを伏せた。






　母親は大河原邸に長居したくないようで、すぐに帰ると言い出したが櫻子に捕まった。

「せっかくだからお土産を持っていってください！　何がお好きですか？　あっ、もうちょっとしたら配送にしたお土産も届くから、うちに泊まっていくのはいかがです？　みんなで女子会しましょう！」

　天然で押しが強く、人の話を聞かないお嬢さまから海鈴は母親を救い出し、最寄り駅まで送っていくことにした。

　寒風が吹く歩道を歩きながら、母親がぽつりと漏らす。

「お母さんはね、今でもやっぱり和くんと結婚してほしいって思ってるわ……」

　なかなかしぶといなぁと海鈴は苦笑を漏らした。そんなに苦しむぐらいなら、なぜ結婚したのかと言ってやりたい。それでも母がここまでの執念を抱く根幹を知っているから、それは言わなかった。

「お母さんは怖いのよね。私の秘密が町の人たちにばれて、お母さんや私だけじゃなく、お父さんもつらい目にあうのが。私もそれを考えるとすごく怖いから、お母さんの気持ちはわかるわ」

　もしこのことが露呈したら、親族を欺あざむいたと非難されるかもしれない。居場所だけでなく故郷を失うかもしれない。生まれ育った土地以外に寄る辺のない人間にとって、それは恐怖でしかない。

「でもさ、ずっと私の出生を疑う人はいなかったじゃない。これからもそうよ。なのにむりやり従兄弟と結婚させようとしたら、理由を勘繰られることもあるんじゃない？」

「…………」

「私のことは墓場まで持っていって。お父さんはそのつもりよ。それだけの覚悟でお母さんと結婚したと思うわよ」

　母親は何も答えず、しょんぼりと肩を落として帰っていった。親の背中を見送る海鈴はかすかな罪悪感を抱く。

　従兄弟と結婚したくない気持ちは今でも変わらない。彼を自分から解放できてよかったと思っている。

　それでも己の親に、家族に対し、もっと誠実であるべきだったと反省する。問題から逃げるのではなく、望のように言葉を尽くすべきだった。

　嘘でも海鈴を愛していると言ってくれた彼の優しさを見習いたいと、心から思った。

　しんみりとした気分で大河原邸に戻ると、さっそく櫻子にまとわりつかれた。彼女が延々と話す、旅行がいかに楽しかったかを聞いていると、逆に海鈴も心が落ち着いてくる。

　櫻子の、天真爛漫で表裏のない態度に安心するのだ。彼女といるときは相手の心理を探らなくてもいいから。

　やがて櫻子は婚約者候補の人に会いにいくと告げて、土産を持って家を出ていった。クリスマスデートの途中で帰ってから一度も会っていないため、相手が拗すねているらしい。

　以前、櫻子をシェアハウスまで送ってきたその男性を見たとき、よくあの子と付き合っていられるなぁと感心したことがある。でもその人はたぶん、櫻子の無邪気さとか、腹芸をしなくていい安心感に惹かれたのではないか。

　今の自分のように。

　外まで櫻子を見送って二階に上がると、いきなり背後から望に抱きつかれて悲鳴を上げそうになった。

「びっ、くり、した……」

「すまん、嬉しくてだいぶ浮かれてた。これで君の婚約は白紙にできたって」

「あ、そうね……」

　あの母親が頷くなど今でも信じられない。望の真摯な説得と、櫻子の傍若無人っぷりの勝利だろう。

　自分は何もしなかったのに、周りに助けてもらった。――私は彼らに何を返せばいいんだろう。

「……本当にありがとう。これでもう、望さんが彼氏のフリをすることもないし……」

　彼に返せるものなど、自分からの解放ぐらいしか思いつかない。

　じくじくと胸が、心が痛い。それでも顔面に笑みを貼りつけて背後を振り返る。……ものすごく顔をしかめている望が睨んできた。

「なに言ってんだ。僕と別れたらまた従兄弟と結婚させられるだろ。あのお母さん、完全に諦めちゃいないし」

「でも、これ以上は……」

「これ以上も何も、君はもう永遠に僕から離れられないんだよ」

　言うやいなや、くるりと半回転させられて唇を塞がれた。驚いて油断する海鈴の唇を、舌が割り開いて潜り込んでくる。逃げようとする舌を彼の舌が搦からめ捕とり、執拗にすり合わせて唾液を注ぎ込んできた。

　海鈴はキスの激しさに戸惑いながらも、やがて大人しく彼の口づけに応える。

「んっ、ふぅ……っ」

　もう数えきれないほど望とキスをしているから、どうすれば気持ちいいかなんて学習している。自分も彼も舌の根をくすぐられると感じるので、唇の角度を変えては舌を奥深くまで絡ませる。たくましい男の肉体に縋りついて、ぬくもりに寄り添う。

　あふれそうになる唾液をこくりこくりと飲み干しては、息継ぎをする瞬間さえ惜しいとばかりに相手へ吸いついた。

　だんだんと粘着質な水音が大きくなって、聴覚からも快感を取り入れる体が熱くなる。じんじんと下腹部に疼きが堆積していく。

　今朝さんざん組み敷かれたのに、もう彼が欲しくなっている。キスだけなのに、キスだからこそ、彼もまた自分を欲しているのがわかってしまって。

　……求めるのは体だけなのか。

　君はもう永遠に僕から離れられないと告げた、彼の真意が知りたい。

「はぁっ……」

　口づけが途絶えたのは、海鈴の脚が震えて立っていられなくなったせいだった。倒れそうになった肢体を、望がひょいっと抱き上げてリビングへ運ぶ。

　……自分は太ってはいないが痩せているわけでもないので、お姫さま抱っこなんて重くないかなといつも思う。けれど間近にある美貌がとても機嫌が良さそうだから、彼が喜んでいると自分も嬉しくて何も言えなくなる。

　望はリビングのソファに海鈴を下すと、その隣に座って覆い被さるように顔を近づけた。

「なあ、子どもは親を選べないとはよく言うけど、配偶者は選べるだろ」

　急に何を言い出すのだろう。キスの余韻でぽぅっとしている海鈴は、頬を染めて子どものように小さく頷いた。

　性感で瞳を潤ませる彼女を、望はそっと抱き締めて耳元で囁く。

「唯一家族を選べる手段が結婚だ。――僕を選んで家族を作らないか？」

　彼が何を言ったのか、わかっていながらわからない心持ちで呆然と望を見る。間近で見つめ返してくる彼はいつもと同じ余裕の表情をしているが、なんとなく……本当にきっちり隠しているけれど、緊張を孕んでいるように感じた。

　彼と初めて肌を合わせた翌日、海鈴が会社を出るまで望が真冬の屋外で待っていた。あのときは気づかなかったが、今と同じく、平常心で包み隠す緊張があったように思う。

　今なら察せられるのは、それだけ彼の近くにいたから。

　彼の優しさとか、いたわりとか、数えきれないほど注がれた温かい情が、海鈴に自信を与えてくれるから。

　彼もまた海鈴の答えを恐れていると悟り、混乱と高揚で胸が痛いほど高鳴る。

　――信じてもいいの……？

　彼氏のフリではなかったのか、とか、彼の立場で本当に婿入りしてもいいのか、とか、頭の中では疑問が山のように噴き出しているのに声にならない。今このときだけは、そんなことよりも彼との未来だけを見つめていたくて。

　このとき左手に硬い感触があった。視線を落とせば薬指に光が輝いている。

「あっ、これ……！」
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　ピンクダイヤモンドの周りをカラーレスダイヤが取り囲み、花のようなデザインになっている指輪だ。海鈴が大好きなジュエリーショップのエンゲージリングだった。

「ここのブランド、櫻子がスマホで見せてくれただろ？　あいつから君の好きな指輪を聞き出したんだ」

　シェアハウスで暮らしていたとき、櫻子と一緒にこのブランドのホームページを眺めたことがある。そのときこの指輪を見て、『このデザイン、すっごく素敵』と海鈴ははしゃいでいた。

　きらめく指輪がはめられた左手を、望はうやうやしくすくい上げて薬指の根元に口づける。生涯を共に在あると誓う指輪へ。

「僕を、君の幸福にしてくれないか」

　……ここまで言われて、ここまでのことをされて、彼の心を疑うほど自分は愚かではない。それでも海鈴は混乱から抜け出せなくて、頷くより先に疑問を口にした。

「いつから、私のことを、好きだったの……？」

　涙目で望を見ると、彼は悪戯っぽい笑みを浮かべる。

「君のことは櫻子から聞いていたって話したよね」

「うん……」

「櫻子がシェアハウスで暮らし始めてから、あいつはここに寄ると君のことばかり話すんだ」

　いかに海鈴との暮らしが楽しいか、海鈴が友だちになってくれて嬉しいか、櫻子は兄だけでなく海外にいる両親にも話していた。

　わがままお嬢さまでトラブルメーカーの妹に友人ができただけでも驚くのに、その女性は櫻子の望みでシェアハウスまでするという。……実際には勝手にシェアハウスを決められていたのだが、それでも家族全員が一様にびっくり仰天だった。

　妹を懐柔した女性とはどのような人物かと、望は会う前から興味を持っていた。

　ある夏の日、櫻子は会社帰りに実家へ寄りたいため、『お兄ちゃん、迎えにきて！』と当然のように言ってきた。

　実に面倒くさいが、放っておくと妹は一人で帰ってくる際、寂しいからと寄り道をして男に絡まれる。心細そうな表情が雄の嗜虐心をそそるのか、なぜか毎回、トラブルを起こすのだ。

　望は仕方なく、本当に嫌々、小倉コーポレーションへ向かった。

　しかし会社の前で待つとこちらの顔に惹かれた女性が、「どなたか待ってるんですか？」と親切そうな態度ですり寄ってくるからうっとうしい。そのためオフィスビルから道を隔てた向かい側で、正面入り口を見ていた。

　しばらくすると櫻子と同僚らしき女性が現れた。妹は周囲をきょろきょろとよそ見しながらうろつくため、通行人とぶつかりそうになっている。そのたびに女性が櫻子を庇っていた。

　――もしかしてシェアハウスの住人だろうか。櫻子の友人という奇特な人。

　その女性を観察してみると、櫻子を見る目がとても優しいと思った。この日は夜になっても蒸し暑かったため、彼女はハンカチで櫻子の汗を拭っている。

　……それまであの妹の友人なんて、自称友人の取り巻きしかいなかった。櫻子を金蔓だと思っていたり、兄である自分に近づくための手段としか考えていなかったり。

　けれど海鈴は櫻子と一緒に暮らし始めても、櫻子に何も求めないという。たびたび家政婦の岩田が家事をしにシェアハウスへ行っているが、彼女は海鈴に同情していた。

『櫛川さんがお嬢さまの世話を焼くことになって、使用人ぽくなっちゃうんです。ちょっと気の毒ですね』

　それでも妹の友人を続けてくれるなんて、彼女は聖女なのかと馬鹿なことを考えるようになった。

　櫻子は望にとって疎うとましい存在だ。

　懐いてくるところは可愛いが、とにかくわがままなのだ。幼い頃は、両親や祖父母の関心を常に引き寄せていないと気が済まない子どもだった。

　父親が海外で暮らすと決めたときも、祖父が望を絶対に離そうとしなかったが、櫻子は『パパとママと一緒がいい！』と泣いて海外へ行くことを許された。

　子どもの頃の自分にとって、妹だけが親のそばにいられるショックはあまりにも大きく、櫻子をどれほど恨んだか。

　成長して理不尽さを消化する術すべを身に着けても、櫻子へは複雑な感情を持て余していた。

　その妹を慈しむ海鈴を、とにかく心の広い女性だと感じた……

　そこまで大人しく話を聞いていた海鈴は苦笑を漏らす。

「私、そんなに心は広くないわよ。あの子に抱いた気持ちも同情だったし……」

「でも君と飲みにいったときに話して感じたんだ。たとえ同情から始まったとしても、今の君は櫻子に友情を抱いて大切にしてくれる。だから櫻子もあれほど懐いたんだと思う。あの子に親身になってくれる友人なんていなかったからね」

　自業自得だけど、と肩を竦める望に海鈴も笑う。

「それに過去の君が櫻子と同じような人だったとしても、それは過去でしかない。今の君は人の心の痛みに敏感な優しい女性だ」

　妹に振り回されてきた兄としては、妹の面倒を見てくれる人ができたとホッとする反面、赤の他人にあの妹を押しつけたことを申し訳なく思っていた。

「僕も最初、君に抱いた気持ちは純粋な好意じゃなくて罪悪感だ。それでどうしても気になって何度かシェアハウスに行ったけど、仮病まで使って避けられるから本気で焦ったよ。理由が思いつかなくて」

「あれは、本当にごめんなさい……」

「うん、だからシェアハウスが燃えたとき、君を助けるのは僕にとって当たり前だった。そしたら君の優しさや思いやりとかに触れて、すぐ好意に変わったんだ。ずっと一緒にいたいって」

　そこで望は何かをねだるような甘い眼差しを海鈴へ向ける。

「返事、まだ聞いてないんだけど」

「……会ってからそんなにたってないのに、結婚だなんて」

「もちろん今すぐってわけじゃない。これは予約。僕以外の男に目を向けないように」

「望さん以外の男の人に目を向けたりなんかしないわ……」

　この気持ちを疑われたくなくて、海鈴はまっすぐに彼の瞳を射貫く。

「私も望さんの幸福になりたい。……あなたが好きです」

　嬉しそうに微笑む望が抱き締めてくる。

「よかった……何度シェアハウスに行っても君とは会えないし、結構露骨にアピールしても櫻子しか見ないし、僕から逃げ回るからすごく不安だった」

「だって、望さんみたいな素敵な人が会ったばかりの私を好きになるなんて、信じられなかったんだもの……」

「あんなえげつないことをしたのに？」

　望は、海鈴が自分に対し苦手意識を持っていると、精神的な壁を築いていると察していた。ここで告白してもさらに逃げられるだけとわかっていたため、自分を意識してほしくて強引に体の関係を結んだ。

　そのことを後悔しているかのような望の表情に、海鈴は思わず両手で彼の頬を包む。

「ううん、私も、流されちゃったから……」

「すまない。怖かっただろ」

「そんなことないわ」

　思いっきり肉欲に負けたし、本気で嫌だったなら彼の股間を蹴り上げてでも逃げる方法はある。望は強引だったが暴力は振るわなかった。

　しかもここ数日は抱かれることに悦びを見出みいだしていた。今朝だって母親からの着信音に気づかないほど、淫蕩な時間にふけっている。

　心を通わせる前に肉体を交えてしまった自分たちは、ベッドの上の方がコミュニケーションを取れるから。

　でもそれより、きちんと初めからお付き合いをやり直したかった。

「私、あなたと恋人らしいことしたい」

「じゃあ今からデートしないか？　ちょうど天然石や鉱物の展示会が開催されているぞ」

　海鈴の趣味を覚えていたらしい望の提案に、彼女は「行く！」と即答する。

　パッと表情と声を明るくした海鈴へ、望は上機嫌でコートを着せたり、首にマフラーを巻いたりしている。

　以前から思っていたが、彼氏は尽くし系らしい。

　そんなことも今までは知らなかった。これから少しずつお互いの理解を深めていきたい。

　海鈴は望へ寄り添いながら、車のドアを開けてくれた大好きな恋人へとびきりの笑顔を向けた。
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